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第18回 熊本県議会 新幹線及び高速交通対策特別委員会会議記録（平成22年10月４日) 

 

第 18 回 熊本県議会新幹線及び高速交通対策特別委員会会議記録 

 
平成22年10月４日(火曜日) 

            午前10時３分開議 

            午後０時10分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 １ 九州新幹線鹿児島ルートに関する件 

 ２ 高速交通体系に関する件 

 ３ 熊本都市圏交通に関する件 

 ４ 付託調査事件の閉会中の継続審査につ

いて 

 ５ その他 

――――――――――――――― 

出席委員(15人) 

        委 員 長 中 村 博 生 

        副委員長 森   浩 二 

        委  員 山 本 秀 久 

        委  員 松 村   昭 

        委  員 村 上 寅 美 

        委  員 早 川 英 明 

        委  員 平 野 みどり 

        委  員 大 西 一 史 

        委  員 氷 室 雄一郎 

        委  員 鎌 田   聡 

        委  員 佐 藤 雅 司 

        委  員 小早川 宗 弘 

        委  員 船 田 公 子 

        委  員 山 口 ゆたか 

        委  員 髙 木 健 次 

欠席議員    委  員 守 田 憲 史 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 企画振興部 

         部 長 坂 本   基 

         次 長 伊 藤 敏 明 

      地域振興課長 佐 藤 伸 之 

 新幹線元年戦略推進室長 津 森 洋 介 

交通対策総室長 髙 田 公 生 

  交通対策総室副総室長 中 川   誠 

      政策審議員兼 

   新幹線・並行在来線 

        対策室長 満 原 裕 治 

  商工観光労働部 

    首席観光審議員兼 

    観光交流国際課長  松 岡 岩 夫 

    くまもとブランド 

        推進課長 宮 尾 千加子 

 土木部 

部 長 戸 塚 誠 司 

道路整備課長 猿 渡 慶 一 

道路保全課長 安 達 博 行 

都市計画課長 内 田 一 成 

土木審議員兼 

新幹線都市整備室長 松 永 信 弘 

 警察本部 

交通部長 富 永 義 喜 

交通規制課長 髙 野 利 文 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

   政務調査課課長補佐 小 林 昌 樹 

     議事課課長補佐 上 野 弘 成 

――――――――――――――― 

  午前10時３分開会 

○中村博生委員長 ただいまから、第18回新

幹線対策特別委員会を開催いたします。 

 本日の委員会に３名の傍聴の申し込みがあ

りましたので、これを許可いたしました。 

 それでは、審議に入ります。 

 まず、執行部を代表して企画振興部長から

あいさつ及び概要説明をお願いいたします。 

 

○坂本企画振興部長 委員会開会に当たりま
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して、執行部を代表して、ごあいさつ及び本

委員会の付託案件の概要について御説明申し

上げます。 

 第１に、九州新幹線鹿児島ルートに関する

件でございます。 

 全線開業日が平成23年３月12日と決まり、

残り５カ月と迫りました。このような中、九

州新幹線を活用した熊本づくりにつきまして

は、「くまもとの食と文化でおもてなし」を

テーマに、熊本の豊かな食と多彩な文化を生

かした市民力による新幹線元年事業の準備を

進めるとともに、県民の気運を高めつつ熊本

の魅力を掘り起こし、多くの人に広めていく

「くまもとサプライズ」運動を引き続き展開

してまいります。 

 このうちＫＡＮＳＡＩ戦略の推進につきま

しては、10月１日から熊本の認知度を高める

「くまモン話題化計画」をスタートさせ、効

果的なメディアミックスの展開により、「く

まモン」の話題化を図ってまいります。来年

２月には、大阪ミナミ界隈において、３万人

規模の大規模集客イベントを開催いたしま

す。 

 また、新幹線を活用した観光振興につきま

しては、ＪＲ西日本と全面的にタイアップし

た「くまもとサプライズザンス観光キャンペ

ーン」を10月１日から実施しています。来年

３月末までのキャンペーンを通して、本県が

誇る温泉や食、歴史遺産など、熊本の観光の

魅力を広く発信してまいります。 

 また、新合同庁舎の整備につきましては、

Ｂ棟整備予算について、国の出先機関の見直

しが論議されている途上であることから、平

成23年度概算要求が見送られました。新合同

庁舎は、熊本駅周辺整備の核となる重要な施

設であり、県と熊本市が連携して移転先用地

を先行取得するなど、積極的に取り組んでき

た経緯もありますので、着実に整備されるよ

う予算の復活を粘り強く働きかけてまいりま

す。 

 第２に、高速交通体系に関する件でござい

ます。 

 まず、高規格幹線道路等の道路ネットワー

クの整備につきましては、厳しい道路予算の

状況ではありますが、今後とも早期完成が図

られるよう要望活動などに積極的に取り組ん

でまいります。 

 次に、航空対策についてでありますが、平

成21年度の阿蘇くまもと空港の旅客数は、景

気低迷等の影響により約285万人にとどま

り、依然として厳しい状況が続いています

が、東京線の増便が予定されるなど、少し明

るい兆しも見え始めたところです。 

 ソウル線につきましては、利用促進対策の

効果もあって、今年度は70％近い利用率を保

つなど堅調に推移しています。引き続き利用

促進対策に努めてまいりたいと考えておりま

す。 

 第３に、熊本都市圏交通に関する件でござ

います。 

 阿蘇くまもと空港への公共交通によるアク

セスの充実・強化を図るため、空港シャトル

バスの試験運行を開始したところです。今後

とも交通ネットワークの強化に取り組んでま

いります。 

 以上、各案件につきまして概要を御説明い

たしましたが、詳しくは総室長及び各課長か

ら説明申し上げますので、御審議のほど何と

ぞよろしくお願いいたします。 

 

○中村博生委員長 それでは、議題(1)につ

いて執行部から事業概要の説明を受け、その

後質疑を受けたいと思います。 

 それでは、交通対策総室長から順次説明を

お願いいたします。 

 

○髙田交通対策総室長 交通対策総室でござ

います。 

 お手元の資料に基づきまして説明申し上げ

ます。 
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 前回からの変更点を中心に説明をさせてい

ただきます。よろしくお願い申し上げます。 

 まず、九州新幹線鹿児島ルートに関する件

についてであります。 

 お手元の資料の２ページをお願いいたしま

す。 

 全線開業までの今後の予定としまして、こ

としの８月末から試験走行を行っているとこ

ろでございます。ことしの12月に、ＪＲ九州

から開業後のダイヤそれから正式に正規運賃

の公表がなされ、その直後に割引運賃や在来

線のダイヤが発表されるという、そういうス

ケジュールになっておるところでございま

す。 

 続きまして、３ページをお願いいたしま

す。 

 今年度の新幹線関連の要望活動の実績及び

予定ということでございますが、７月23日

に、ＪＲ九州に対して利便性の高い運行形態

の実現に向けた要望活動ということで、新幹

線の利便性の高いダイヤの確保、博多駅での

対面乗りかえの実現、それから在来線の快速

列車の新設及び増発、並行在来線である肥薩

おれんじ鉄道のさらなる支援ということで、

ＪＲ九州に対して行ってきたところでござい

ます。 

 県としては、引き続き新幹線及び並行在来

線の利便性の確保、さらに支援ということに

対しまして要望を行ってまいりたいと思いま

す。当面、10月～11月に全国的な要望活動も

ありますが、それだけでなく、県としても引

き続きあらゆる機会をとらえて要望を行って

まいりたいと考えております。 

 私からは、ひとまず以上でございます。 

 

○松永新幹線都市整備室長 都市計画課新幹

線都市整備室です。 

 新幹線新駅（熊本・新玉名）周辺整備につ

いてですけども、お手元にあるかと思います

けれども、別添の資料をごらんいただきたい

と思います。 

 １ページ目の資料１、新幹線開業時のアク

セスについてをごらん願います。 

 この図は、新幹線開業時の熊本駅へのアク

セス、特に新幹線駅舎となります西口へのア

クセスルートを説明したもので、左側が西側

で、右側が東側になります。 

 図面中央が熊本駅になりまして、西側を新

幹線が、東側を鹿児島本線の在来線が通って

おります。 

 まず、熊本市の中心市街地へのアクセスに

つきましては、緑色で着色しているルートに

なりますが、西口の駅前広場を起点とする熊

本駅西口線から田崎春日線を通りまして、春

日池上線を経由し、祇園橋交差点を通りまし

て中心市街地に至るルートになります。な

お、これらの道路は、新幹線開業時までに２

車線で整備されます。 

 次に、西部地域方面へのアクセスは桃色で

着色しているルートになりますが、田崎春日

線から田崎市場前の熊本駅城山線を経由する

ルートになります。 

 なお、熊本駅付近から西部地域方面への新

たな幹線道路となります春日池上線の万日山

トンネルにつきましては、当初は新幹線開業

時までの暫定２車線での供用を目指しており

ましたが、周辺住宅地の生活環境を保全しつ

つ工事を進めていく必要があることから、平

成24年３月の完成４車線での供用を目指すこ

とといたしました。 

 最後に、南部地域方面へのアクセスは黄色

で着色しているルートになりますが、田崎春

日線から旧田崎弧線橋の代替施設として設置

している仮陸橋を経由し、世安交差点から国

道３号に至るルートになります。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

 

○佐藤地域振興課長 資料の６ページをお願

いいたします。 

 新熊本合同庁舎の整備についてでございま
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す。 

 新熊本合同庁舎の整備につきましては、Ａ

棟が本年10月に完成し、来年３月までに入居

予定となっておりますが、Ｂ棟は現在のとこ

ろ、来年の政府予算概算要求が見送られてお

ります。 

 新熊本合同庁舎の整備に当たりましては、

県・熊本市が移転先用地を先行取得するなど

積極的に協力した経緯がございます。本年７

月には、知事が、国土交通大臣を初め合同庁

舎建設を担当する環境営繕部長や九州整備局

へも直接出向きまして、これまでの経緯や熊

本の実情を踏まえまして着実に推進するよう

強く訴えてまいりました。 

 今後も国土交通省の新しい政府三役にでき

るだけ早く要望する機会を設け、その復活に

向けて粘り強く実現を求めていきたいと思っ

ております。 

 以上でございます。 

 

○津森新幹線元年戦略推進室長 新幹線元年

戦略推進室でございます。 

 資料の12ページをお願いいたします。 

 九州新幹線を活用した熊本づくりの平成22

年度の取り組みについて御説明申し上げま

す。 

 去る９月７日に、知事を本部長とする新幹

線くまもと創りプロジェクト推進本部を開催

し、新幹線元年事業の概要など、新幹線元年

に向けた今後の展開を承認いただいたところ

です。 

 新幹線元年事業につきましては、来年３月

12日の開業日を中心として、「くまもとの食

と文化でおもてなし」をテーマとして、一過

性ではない継続した事業となるよう、既存の

イベント等を活用して展開いたします。 

 各地域の主な事業内容等につきましては、

13ページの表に記載させていただいておりま

すが、全体のコンセプト等につきまして別添

資料を準備させていただいていますので、そ

ちらで御説明させていただきたいと思いま

す。 

 別添資料の３ページ、資料２をお願いいた

します。 

 左肩、オレンジ色のところで書いておりま

すが、事業展開の方向性としまして、「新幹

線効果を最大化するための取組」ということ

で、２つ、持続性そして波及性、これをいか

に高めるかということに焦点を絞っておりま

す。 

 そのため、１つ目としましては、食・文化

といった地のもの、これを最大限活用する取

り組み、そして２つ目、県民・地域が主役―

―県民総参加で取り組むということ、そして

３つ目でございます交流・連携、これを推進

するというふうな、３つの柱で展開させてい

ただきたいというイメージでございます。 

 食や文化などの地ものの最大限の活用とい

うことで、左側３つ大きく挙げさせていただ

いております。雄大な自然、歴史・文化、豊

かな食、こういった熊本の持つ地のもの、こ

れを最大限活用することで、その下、青い矢

印をつけさせていただいております、熊本に

来ていただければ、九州のすばらしさという

ものを丸ごと感動できる、熊本にさえ来てい

ただければ、九州のすばらしさを感動できる

と、こういうふうな事業展開の方向性を１つ

示させていただいております。 

 もう一つ目、右側の方に身近な感動という

ふうな項目をつけさせていただいておりま

す。これは地元の方だからこそ御存じな取り

組み、こういったちょっとした魅力、宝、こ

ういうものを掘り起こして発信するというも

の。これはくまもとサプライズ運動の考え方

にも近いものでございますが、こういったも

のをうまくスタンプラリーであったり、来て

いただいた方に提案する、こういったことで

身近な感動を演出していくと。 

 また、交流・連携の推進ということで、県

外を越えて、日向往還歴史ウォークなど、交
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流・連携を広げていくこと、こういうふうな

取り組みとあわせて、新しい演出としまし

て、新しい交流・感動の幕明けということ

で、熊本城を中心とした一つの交流のイベン

ト、また新幹線の沿線でイエロープロジェク

ト、こういった形で、有形無形の形で新しい

交流・感動を演出していくこと、これにより

まして九州新幹線全線開業によりまして、九

州の真ん中にあるという地理的な位置づけも

相まって、交流・感動、この真ん中へ持って

いくと、この右下の青い矢印のところでござ

いますが――に持っていくというふうな戦略

でございます。 

 これら２つの、熊本に来ていただければ九

州を丸ごと感動できる、そして熊本が交流・

感動の中心になっていく、これが連携してい

きまして、持続的かつ波及的効果のある事業

展開へと発展させるというふうなものでござ

います。 

 続きまして、本資料に戻りまして、14ペー

ジの方をお願いいたします。 

 戦略の２つ目、「くまもとを知ってもら

う」につきましては、後ほど御説明がありま

す。 

 戦略３、「くまもとに来て、楽しんで、ま

た来ていただく」ということでございますけ

ども、ここで挙げさせていただいています横

軸のアクセスの改善につきましては、観光客

の方々にとどまらず、地域の足としても使わ

れるものについて挙げさせていただいており

ます。 

 本年４月から、南阿蘇と阿蘇山上を結ぶ路

線バスの運行が開始され、南阿蘇鉄道などと

の接続により周遊性が向上しております。ま

た、天草方面におきましては、従来の「快速

あまくさ号」に比べて最大約27分短縮される

「超快速あまくさ号」の試験運転が実施され

るなど、交通アクセスの改善強化に取り組ん

でいるところでございます。 

 また、ツーリズムの推進としまして、農家

や漁家の民宿等のレベルアップを図る事業、

これを11月に実施する予定でございます。 

 続きまして、４つ目、総合的な情報発信で

ございますが、先ほど申し上げた新幹線元年

事業を初めとした取り組みの実施につきまし

ては、県民の皆様の御理解と御協力、これが

欠かせないものと言えます。そのため来年３

月から、新幹線元年における取り組みの方向

性が整いつつある中で、今後は子供から大人

までそれぞれのターゲットに応じて、マスコ

ミやポスターなどのプロモーションツールの

露出をふやしていって、手法を工夫しなが

ら、県内外に向けて精力的にＰＲを展開して

まいります。 

 続きまして、最後に、５番目の「くまもと

サプライズ」運動の展開についてです。 

 「くまもとサプライズアワード」につきま

しては、現在応募をいただいたアイデアを参

考に、“あったらいいなと思う”サプライズ

を実施する団体等を募集しているところでご

ざいます。 

 このサプライズにつきましては、県民の機

運醸成のための話題づくりの側面もございま

したが、身の回りの魅力、宝探しという地域

づくりの本質でもあることから、新幹線元年

事業とともに、一つの柱として取り組みを進

めております。 

 恐縮でございますが、別添資料の６ページ

をお願いいたします。 

 新幹線元年事業・くまもとサプライズの将

来的な地域づくりへの展開の方向性というこ

との資料でございます。 

 １つの新幹線元年事業につきましては、例

えば時期・場所を限ったプロジェクトという

ことで、大きな一つの晴れの場というふうな

位置づけで、さらにその周辺への波及効果・

地域を牽引するなど、こういったものでござ

いますが、平成23年３月の九州新幹線全線開

業を契機として、さらに地域を牽引するよう

な事業の発展・継続化を進めるとともに、今
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回熊本ならではの方式として、ほかの県が、

例えば沿線のところの地域だけ事業展開する

という例はあるんですが、県下全域で同じよ

うなコンセプトで、同時期に面的に県内広く

展開しているのは熊本だけでございます、こ

ういうことで県内各地域の連動した地域づく

りを展開するとともに、またこれも熊本方式

でございますけども、企画の段階から実施の

段階まで、官民協働で取り組んでおります。

こういうふうな形の地域づくりへと育ててい

く必要があると考えております。 

 さらに、くまもとサプライズアワード、下

のピンクのところでございますが、こちらに

つきましては、どちらかといいますと日常生

活に根差した普段からの取り組み、そして

個々人の方々、一人一人の取り組みの総体と

して、身の回りのちょっとした魅力の掘り起

こしというのを自発的に、自主的に展開する

というふうなものでございます。これも新幹

線の開業を契機としまして、地元に対する誇

り、こういったものを育てるような取り組み

を展開するとともに、身の回りの地域資源を

活用し、新しいそういった地域資源をつくる

とともに、こういったものを使った地域づく

りへと展開する。 

 この２つの新幹線元年事業を契機とした地

域づくり、そしてくまもとサプライズを契機

とした地域づくり、これが大きく連動しまし

て、機運の醸成とすそ野拡大というふうな形

へ今後推進していくものでございます。 

 今後、約５カ月後に迫った全線開業に向け

てこのような準備を進めるとともに、多くの

方々に熊本においでいただけるよう積極的に

取り組んでまいります。 

 説明としては以上でございます。 

 

○宮尾くまもとブランド推進課長 九州新幹

線を活用した観光振興等でございます。16ペ

ージをよろしくお願いいたします。 

 まず、１つ目の、新幹線元年戦略に基づく

ＫＡＮＳＡＩ戦略の推進についてでございま

す。 

 くまもとプロモーション等の展開につきま

しては、新幹線元年戦略のキャラクターでご

ざいます「くまモン」を使って、交通広告等

で面白ポスター7,000枚の展開ですとか、従

来のＰＲのやり方と少し変えまして、ストー

リー性のある参加型プロモーションを展開い

たしまして、ブログやツイッターなどの口コ

ミによる「くまモン」の話題化を進めてまい

ります。 

 具体的には、別添資料の７ページ、資料３

をごらんいただければと思います。 

 現在、大阪の通天閣ですとか、大阪などの

観光名所や人がたくさん集まるところに「く

まモン」が神出鬼没をいたしまして、名刺を

１万枚大阪の皆様方に配り、熊本をＰＲする

といった知事からのミッションを受けまし

て、それをツイッターでつぶやいたり、ブロ

グで活動報告をして情報発信をしておりま

す。 

 あたかもＰＲをやっておりますというので

はなくて、ティザーというそうなんですが、

あれ何だろうといった口コミでざわざわ感を

出して、話題に上るようにスタートさせて、

本格的なキャンペーンに入ってまいりたいと

思っております。 

 甲子園の看板につきましては、６月下旬か

らペナントレース終了時の10月まで設置して

おります。さきの夏の高校野球でも「くまモ

ン」が九州学院を初め高校球児を応援すると

ともに、９月９日の阪神中日戦では、「くま

モン」がうちわを――今お手元にお配りを、

ちょっと遅くなって申しわけございません、

うちわを配布をいたしましたり、球場内のオ

ーロラビジョンでスザンヌのＰＲビデオを放

映して、４万6,000人のお客様方にＰＲを行

わせていただきました。 

 説明資料16ページ、もとに戻りまして、Ｐ

Ｒイベント、真ん中あたりですけども、ＰＲ
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イベントでございますが、来年２月19、20の

土日に県内の市町村、団体、事業者等と連携

して、「くまもと逸品縁日＆ミナミあっちこ

っちラリー」というイベントを開催したいと

思っております。 

 別添資料は、恐縮ですが８ページ、先ほど

の裏面の方にイメージ写真が載っておりま

す。大阪ミナミの商店街を巻き込みまして、

熊本の食や文化、温泉などを大阪の皆様方に

体験していただき、熊本ファンをふやしてい

きたいと思っております。 

 説明資料に戻りまして恐縮ですが、大阪市

における情報発信スポットの設置でございま

す。ローソンにおける「くまもとアンテナシ

ョップ」でございますが、あすですが、ちょ

うど10月５日に、ほぼ中身が決まりましたの

で、あすローソンと県による協定締結式を行

いまして、アンテナショップのオープンの日

ですとか、あと概要等について両者で発表す

る予定でございます。 

 16ページ、最後の下の方でございますが、

「くまもとブランド塾」でございます。県立

大学と共催して３年目になります。自治体で

も最近ブランド担当セクションというのが非

常にふえてきたことを踏まえまして、今年度

は事業者向けに加えて、自治体コースという

のを実施してやっていきたいと思っておりま

す。 

 それから、九州新幹線「さくら」おみやげ

開発事業につきましては、熊本市と共同で実

施しておりますが、商品検討委員会も３回を

重ねて磨き上げが進んでおります。来年２月

に知事、熊本市長共同で、できれば本丸御殿

で発表会を開催し、新幹線を初め大阪、福

岡、東京等で一生懸命売ってまいりたいと思

っております。よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

 

○松岡観光交流国際課長 観光交流国際課で

ございます。 

 説明資料の17ページをお願いいたします。 

 九州新幹線開業効果を最大とするための観

光キャンペーン等の展開についてですが、ま

ず①九州新幹線全線開業直前キャンペーンに

ついて御説明させていただきます。 

 来年３月12日の新幹線全線開業を控え、今

月10月１日から来年３月末まで「くまもとサ

プライズザンス観光キャンペーン」を展開い

たします。 

 このキャンペーンは、九州では初めてＪＲ

西日本と全面的にタイアップするものでござ

いまして、ポスター2,000枚やパンフレット4

0万部、それからテレビ番組、それから大阪

環状線でのラッピングトレイン、それからＪ

Ｒ西日本等が持っております各情報誌などを

通じまして、熊本の観光魅力を北陸から近

畿、中国、九州北部エリアまで大きく露出し

てまいります。 

 資料18ページをお願いいたします。 

 キャンペーンの特別企画・イベントといた

しまして、お客様の御要望をプロの職人がお

伺いいたしまして、自分だけの一品をつくり

出す「お誂え」商品、お土産でございます。

それから予約不要、ガイド料無料のガイドつ

きツアー「ＤＩＳＣＯＶＥＲ ＷＥＳＴハイ

キング」を、九州で初めて実施いたします。 

 それから、熊本市内から別府まで観光しつ

つ移動する「阿蘇－別府パノラマ観光バス」

の運行、それから熊本市内から雲仙・長崎へ

観光しながら移動いたします「雲仙－長崎オ

ーシャン観光バス」を運行いたします。これ

は熊本を中心といたしまして、横軸２次アク

セスを強化し、そのことで誘客を図るもので

ございます。 

 このバスを活用した商品につきましては既

に造成をされておりまして、大手旅行会社等

で既に販売をされております。そのほか、市

内の観光周遊バス「もりめぐりん」、「みずめ

ぐりん」を10月１日から運行いたしておりま

す。そのほかにも、天草周遊観光バス「天草
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ぐるっと周遊バス」も運行いたしておりまし

て、熊本を中心として２次アクセスについて

観光商品化につなげたいというふうに考えて

おります。 

 そのほか、この期間中に、熊本城等の夜間

開園、それから山鹿灯籠浪漫百彩の３月まで

の期間延長と、ＪＲ西日本等と綿密に打ち合

わせをしながら、キャンペーン成功に向けて

いろんな取り組みを展開してまいります。 

 次に、キックオフイベントでございます。

去る10月１日にホテルグランヴィア大阪等で

キックオフを開催いたしまして、キャンペー

ンキャラクターでありますスザンヌ熊本県宣

伝部長も出席いたしまして、ＪＴＢ、日本旅

行、近畿日本ツーリスト等の大手旅行会社幹

部10社70名に対して概要説明、それから協力

要請を行ったところでございます。 

 また、県下の「女将」20名を含む約90名の

観光関係者が、大阪駅、それから三宮駅、京

都駅、天王寺駅等で、２日間にわたって直接

ＰＲを行ってまいりました。 

 続きまして、19ページをお願いいたしま

す。 

 ②“熊本”旅行商品化の促進でございます

けども、これは来年の４月から９月までの上

期用の説明会を東京で９月、これは九州観光

推進機構とあわせて実施をいたしておりま

す。来年３月のオープン予定の桜の馬場観光

交流施設城彩園、それから熊本スキップ観光

バス等についてアピールをしてまいります。

今後、名古屋、大阪、福岡でも順次実施して

いく予定でございます。 

 また、③九州各県と連携したプロモーショ

ン活動も、７月に長崎県、大分県と合同で

「坂本龍馬と勝海舟が通った九州横断の旅」

のイベントを広島で開催いたしました。 

 さらに、④教育旅行の誘致につきまして

は、新幹線全線開業を目前にして、新幹線を

活用した教育旅行となるように、ターゲット

を絞った現地セールスや現地研修に力を入れ

てまいります。 

 20ページをお願いいたします。 

 おもてなしの取り組みといたしまして、県

民総参加によるおもてなし運動、１事業当た

り30万円を上限に助成をいたしております

「ようこそくまもと大作戦」を、本年度も２

期にわたり募集いたしております。１期が59

件応募がございまして、そのうち34件助成を

いたしております。２期も80数件の応募があ

っております。そのほかにも、県内11エリア

でそれぞれのおもてなし研修会を実施いたし

ているところでございます。 

 以上でございます。 

 

○猿渡道路整備課長 道路整備課でございま

す。 

 高速交通体系に関する件について御説明を

いたします。主な変更点を御説明いたしたい

と思います。 

 23ページをお願いいたします。 

 23ページの経過表の最下段でございます。

平成22年６月28日から、全国で高速道路無料

化社会実験が始められました。全国の高速道

路の約２割の区間が今回対象とされておりま

すが、県内では、南九州西回り自動車道八代

ジャンクションから日奈久間を対象に社会実

験が行われております。 

 次に、29ページをお願いいたします。 

 29ページの表の真ん中の欄でございます。

熊本天草幹線道路の天草市志柿町～本渡町間

の延長約４キロになりますけれど、これにつ

きましては調査区間に指定されております。

これを仮称でございますが本渡道路と呼んで

おります。アンダーラインで示しております

ように、ことし３月24日に住民参加による検

討委員会の提言書をいただいておりました

が、この提言書を踏まえ、大まかな道路の位

置であるルート帯をことし８月に選定をいた

しまして、県のホームページ等に公表いたし

ております。 
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 今後の取り組みでございます。最下段にあ

りますように、今後、選定しましたルート帯

におきまして、具体的な道路計画の策定を進

めてまいります。 

 次に、30ページをお願いいたします。 

 建設促進活動を記載しております。22年度

の主な活動内容を記載しておりますが、延岡

線、南九州西回り自動車道の総会等は既に開

催されております。これから要望活動等を、

宮崎県や鹿児島県と連携しながら行っていく

予定でございます。 

 以上でございます。 

 

○髙田交通対策総室長 交通対策総室でござ

います。 

 続きまして、航空路線の利用促進について

ということで、お手元の資料の32ページ以降

で説明を申し上げます。 

 32ページをお願いいたします。 

 まず、国内線の振興についてであります。 

 全体状況としまして、昨年度の国内線の旅

客数は、前年度から19万1,000人少ない282万

人となっているところでございます。また、

こうした状況の中でありますけれども、スカ

イマークという新たな航空会社が阿蘇くまも

と空港に、熊本－神戸線及び熊本－東京線へ

それぞれ参入をするということでございま

す。 

 熊本－東京線につきましては、同社が10月

31日から１日３便で参入を予定しており、こ

れにより阿蘇くまもと空港と東京を結ぶ路線

は、１日16便から19便に増便するということ

になります。 

 続きまして、静岡線についてでございます

けれども、昨年度の利用率が46.6％、今年度

４月から８月までございますけれども、その

利用率につきましても46.6％という状況でご

ざいます。特に、阿蘇くまもと空港に到着す

る便が約６割という状況に対しまして、阿蘇

くまもと空港から出る路線につきましては、

約35％という利用率にとどまっているところ

でございます。現在、静岡県やフジドリーム

エアラインズと連携してＰＲ、あるいは経済

団体等によります総合交流等を積極的に推進

しているところであり、今後とも推進してい

きたいと考えているところでございます。 

 35ページに、10月末から新たに羽田線では

参入いたしますスカイマークの就航状況、ダ

イヤ、運賃について記載をしておるところで

ございます。 

 続きまして、38ページをお願いいたしま

す。 

 今後の取り組みについてでございますけれ

ども、本年度の４月から６月までの国内線の

阿蘇くまもと空港における利用者数は、対前

年比でほぼ同じ程度で推移しておるところで

ございますけれども、７月、８月につきまし

ては、前年度を５％程度下回っており、引き

続き不透明な状況が続くことは予想されると

ころでございます。 

 こうして状況の中で、まず東京線について

でありますけれども、羽田空港の第４滑走路

の供用開始に伴う新規発着枠の増大をめぐっ

て、今後とも増便の実現に向けた取り組みを

継続していきたいと考えております。来年の

４月に新たにまた発着枠が示されますととも

に、さらにその後、２年後に配分が予定され

ております新規発着枠72便分につきまして

も、東京線は阿蘇くまもと空港を含む地方空

港のネットワークの大動脈であることから、

地方の主要空港に手厚く配分されるよう、国

に対し要望してまいりたいと考えているとこ

ろでございます。 

 続きまして、静岡線についてでございます

けれども、県といたしましては、路線の定着

と振興を後押しするために、熊本、静岡空港

でそれぞれ物産展を開催するなどＰＲをして

きているところでございます。また、10月27

日から11月２日まで、熊本市内の鶴屋百貨店

におきます静岡県の物産展を開催するという
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ことになっております。 

 今後とも、静岡県及びＦＤＡと連携をしな

がら、積極的に交流ニーズの掘り起こしを中

心に、路線の振興を頑張ってまいりたいと考

えております。 

 続きまして、39ページをお願いいたしま

す。 

 大阪線及び神戸線についてでございますけ

れども、さきに新幹線として開業しておる東

北地方における航空路線の分析、あるいは熊

本－伊丹線の利用者のアンケート、あるいは

企業のヒアリング等を行って、航空と鉄道の

分担率のみをとらえた場合、大阪線の利用者

につきましては最大３～４割減少する可能性

もあるんじゃないかというふうに、まあ厳し

目でございますが見ておるところでございま

す。 

 今後は、機材を小型化しながら便数を維持

するなど、大阪線の利便の具体的な向上策を

見出すとともに、それによって航空会社にそ

の実現を働きかけていきたいと考えておりま

す。また、先ほど来申し上げておりますとこ

ろの交流人口の拡大に向けたさまざまな取り

組みを通じて、全体のパイを大きくして、航

空路線による需要というのはこのような結果

にならないよう、減少を食いとめるように

我々として頑張ってまいりたいと考えており

ます。 

 次に、神戸線につきまして、現在天草エア

ラインが就航しておる１日１便でございます

けれども、スカイマークが10月１日から１日

３便を運行し、さらに12月31日からは１日２

便の運行で計画をしているところでございま

す。これにより、天草エアラインにつきまし

ては、10月11日をもって神戸線を廃止するこ

ととしており、12月中旬からの大阪線の就航

を目指して、現在関係機関と調整を行ってい

るところでございます。 

 続きまして、40ページをお願いいたしま

す。 

 航空物流機能の強化についてでございます

が、本年度の阿蘇くまもと空港における航空

貨物の取扱量は、前年度と比べて88.5％にと

どまっているという厳しい状況でもございま

す。しかしながら、こうした中で11月から

は、阿蘇くまもと空港と東京を結ぶ東京行き

の最終便が、これまでの150人程度の機材

で、搭載重量が８トン弱の小型のジェット機

から、260人乗りの機材で、搭載重量が26ト

ン弱になる中型ジェット機へ大型化する予定

でございます。これが、最終便の時間が20時

半でございます。夜間の時間帯における航空

輸送力が少し改善されるという状況でござい

ます。 

 我々といたしましては、この便における運

行の継続というのは、何としても阿蘇くまも

と空港における夜間の時間帯におけるコンテ

ナ搭載が可能な機材による運航というために

は必要不可欠なものでございまして、引き続

きこの継続について働きかけて、何とか軌道

に乗せて多くの取扱量にしていくように頑張

りたいと思っております。 

 続きまして、43ページをお願いいたしま

す。 

 国際線の振興についてでございます。 

 まず、ソウル線についてでございますけれ

ども、４月以降国際線振興協議会における利

用促進対策に取り組んでいるところでもあ

り、これにより日本人の利用が堅調に推移し

ておりますとともに、外国人の利用が戻って

きたということから、８月までの５カ月間の

熊本－ソウル線の利用率は約７割という状況

でございます。中でも８月は80％弱という高

い利用率になっているところでございます。 

 また、国際チャーター便についてでござい

ますけれども、８月の台湾線についてでござ

いますけれども、台湾の観光協会及びチャイ

ナエアラインと共同で、団体利用の掘り起こ

し、利用促進という観点から、県内の旅行業

者や教育機関を対象にした台湾の教育旅行セ
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ミナーを開催をしたところでございます。 

 続きまして、お手元の47ページをお願いい

たします。 

 今後の取り組みということについてでござ

いますけれども、まずソウル線につきまして

は、今後とも韓国の観光公社や旅行事業者等

と連携しながら、秋・冬向け、あるいは春休

み向けの旅行商品の造成支援を通じて、利用

促進、マスメディアを活用したＰＲなどに取

り組み、現在の水準を本年度の後半も維持す

るように努めていきたいと考えております。 

 また、県立高校に対する韓国への教育旅行

の実施の働きかけを継続するとともに、増便

あるいは日本人にとって利用しやすいダイヤ

の変更など、県民にとってのソウル線の利用

の利便性の向上が図られるよう、アシアナ航

空に対して引き続き働きかけてまいりたいと

考えております。 

 次に、国際チャーター便についてでござい

ますけれども、東アジア路線ということで、

今後とも引き続き海外の航空会社に対して働

きかけ、将来の定期便化ということを視野に

入れたチャーター便の利用促進に取り組んで

まいりたいと考えております。 

 特に、台湾の路線につきましては、今後と

もチャイナエアライン、台湾観光協会あるい

は旅行事業者との協議を進め、さらなる連携

強化を図るとともに、団体の交流の人数を掘

り起こすということに力を入れて、アウトバ

ウンドチャーターの実施に向けて働きかけて

まいりたいと考えております。 

 続きまして、50ページをお願いいたしま

す。 

 阿蘇くまもと空港の施設整備及び活性化に

向けた取り組み等についてでございます。 

 熊本空港ビルディングにおきましては、昭

和46年に建築されたターミナルビルの一部の

耐震強化、あるいはチケットロビーの拡充等

を中心としてリニューアル工事を進めておる

ところでございまして、本格的な工事が明日

の起工式以降に実施をするということでござ

います。なお、今現在、阿蘇くまもと空港の

ターミナルの前面道路の改修工事というの

を、国の方で今行っているところでございま

す。 

 こうした状況の中で、57ページでございま

すけれども、熊本空港ビルディングのこれか

らの本格的な改良工事、及び国が実施する空

港ターミナル地域の既に行っております改良

工事に関しまして、今後とも空港の利便性の

向上に着実につながっていくよう、また工事

中における空港の利用者に万全な安全が保た

れるよう必要な協力や申し入れ等、県として

も随時行ってまいりたいと考えているところ

でございます。 

 続きまして、大きなⅢ番目の熊本都市圏交

通に関する件について説明申し上げます。 

 お手元の資料の62ページをお願いいたしま

す。 

 都市圏公共交通ネットワークの整備に関し

まして、ＪＲ豊肥本線を活用した空港シャト

ルバスの運行について説明申し上げます。 

 今月１日から来年の３月25日までの６カ月

間、熊本電気鉄道による実践的な試験運行と

いうのを行っているところでございます。具

体的には、肥後大津駅周辺のセミコンテクノ

パークを経由する便や、ソウル線に対応した

菊池温泉行きの便もあわせて設定をし、熊本

肥後大津駅間のノンストップの運行を現在１

日22便、11往復で運行しておるところでござ

います。 

 63ページのところに、今後の取り組みとい

うことでございますけれども、運行ルートや

料金設定の見直し等により、利用者の増加を

図りながら需用量の精査等を行い、九州新幹

線全線開業後の本格運行につなげてまいりた

いと考えております。 

 なお、今月31日からの航空路線のダイヤの

改正に伴い、１日22便だったところを25便に

増便をする予定でございます。特に、阿蘇く
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まもと空港発肥後大津駅行きの夜の便を増便

し、夜東京方面から戻ってくる利用者に対し

てシャトルバスの利用ということで、接続で

きるようなダイヤ改正を行っていきたいと考

えております。 

 お手元の別添資料の17ページに資料５とい

たしまして、空港シャトルバスの試験運行の

開始についてという説明紙を用意させていた

だいております。 

 また、１枚おめくりいただきまして、その

シャトルバスの関係のチラシということで配

付させていただいております。表面に、それ

ぞれの所要時間と運賃、裏面に空港シャトル

バスのダイヤということで、これは10月１日

から30日までのダイヤでございますけれど

も、その現時点におけるダイヤということ

で、チラシを用意させていただいておるとこ

ろでございます。 

 続きまして、本文の資料にお戻りいただき

たいと思います。 

 64ページをお願いいたします。 

 続きまして、交通結節点の改善の部分でご

ざいますけれども、現状のところで、新水前

寺駅の改修に関しまして、ことし６月に新し

い線路への切りかえ、８月に以前の可動橋の

撤去が行われ、８月から横断歩道部の下部工

の工事に着手をしたところでございます。 

 今後の取り組みのところでございますけれ

ども、肥後大津駅につきまして、来年９月末

に予定されております新駅舎及び駅前広場の

完成に向け、大津町の取り組みを県としても

支援いたしますとともに、空港周辺の市町村

の地域公共交通の再編等の動きとも連携しな

がら、アクセス手段の利便性の向上に向けた

取り組みを推進してまいりたいと考えており

ます 

 続きまして、公共交通の利用促進策につい

てでございます。 

 お手元の資料の65ページをお願いいたしま

す。 

 現在、９月18日から10月17日までの１カ月

間でございますけれども、土曜、日曜、祝日

に限り県内の路線バス等の運賃を、大人１名

につき小学生以下の子供３名まで無料化する

休日ファミリー割引を実施をし、潜在的な利

用需要の掘り起こしを図っているところでご

ざいます。こうしたことによって、公共交通

の利用に関する県民の意識の醸成に取り組ん

でいるところでございます。今後とも努めて

まいりたいと考えております。このファミリ

ー割引の結果を検証し、高い効果が確認され

れば、関係機関との間で本格実施に向けて検

討してまいりたいと考えております。 

 私の方からは以上でございます。 

 

○内田都市計画課長 都市計画課でございま

す。 

 資料の66ページをお願いいたします。 

 パークアンドライドにつきまして御説明を

いたします。 

 ここにありますとおり、現在、実証実験１

カ所を含みます９カ所におきまして、パーク

アンドライドに取り組んでおります。駐車可

能台数は、表の合計欄にありますとおり537

台、契約台数が283台、稼働率は53％でござ

います。 

 次に、利用促進に向けた取り組みでござい

ますけども、①にありますとおり、県のホー

ムページにおきまして、パークアンドライド

を実施しています９カ所の駐車場につきまし

て、毎月の空き状況を更新いたしまして、県

民の皆様に広くＰＲを行っております。 

 ②ですが、エコ通勤環境配慮計画書の提出

が必要な500人以上の事業者に対しまして、

パークアンドライドの利用促進の働きかけを

行ってまいります。 

 ③ですが、既に運用中のパークアンドライ

ドにつきまして、利用者の要望などを踏まえ

まして、駐車場事業者への改善の働きかけを

行ってまいります。 
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 次に、普及促進に向けた取り組みでござい

ます。67ページでございます。 

 本年７月から、熊本電鉄が北熊本駅で運用

を新たに開始をいたしました。 

 また、宇土市におきまして、ＪＲ宇土駅で

のパークアンドライドの設置に向け、関係機

関と協議を進めています。 

 以上で都市圏交通関係の説明を終わりま

す。 

 68ページ以降は前回と変更がありませんの

で、御説明は省略をいたします。 

 以上でございます。 

 

○中村博生委員長 それでは、執行部からの

説明が終わりましたので、質疑に入りたいと

思います。 

 

○村上寅美委員 新幹線で、素朴なことだけ

ど、この前西部地区の人たちが問題を指摘さ

れとった西郷隆盛の表示、あれは却下された

けど、あれは西郷隆盛本人にどうこうという

問題じゃなくて、なぜ熊本は西郷隆盛かとい

うことに対しての異議だったんだね。 

 こんなのは、ちょっと人づてに聞いてみり

ゃ、県も市も知らぬだったというが、ＪＲと

の整合性というのはどうなっとるのか。 

 

○津森新幹線元年戦略推進室長 カウントダ

ウンボードの件でございますけれども、今村

上委員もおっしゃったように、具体的にデザ

インを拝見したのは前日の夕刻になります。

これまで県と市とあとＪＲとで、この新幹線

のイベントとか、カウントダウンボードに限

らず連携して取り組みをさせていただいてい

るんですが、今回のタイミングといいますの

が、開業日の発表と同日ということもありま

して、若干そこの意思疎通というのがおくれ

たというふうな経緯がございます。 

 しかしながら、今回おっしゃるように、イ

メージキャラクターがどうこうというよりか

は、より熊本駅の玄関口としてどういうメッ

セージを訴えていくのかというふうなことが

非常に重要だと考えておりますので、今回

「くまモン」というキャラクターになりまし

たが、これはキャラクターどうこうというよ

り、現在新幹線くまもと創り推進プロジェク

ト本部、知事が本部長で、またＪＲ熊本の支

社長さん入っていただいて、観光連盟の協会

の会長さん入られた、これを熊本として一致

団結してやろうとしている、熊本の魅力をど

んどん広げている取り組みを、ぜひそこの玄

関口でうまくＰＲしていただきたいというふ

うな観点があって、調整をさせていただいた

ところです。 

 

○村上寅美委員 言いたくないけど、余りに

も君たちは未熟だよ。中身を前日知らされ

た、ＪＲとそんな協議しかできないのか。 

 きのうの新聞か、ＪＴＢが鹿児島を中心に

商品づくりというのが熊日に出とったよな、

きのうの新聞、おれ国体に行って夕べ見たん

だけど。その辺の整合性というのが、僕は日

ごろから非常に感じているわけよ。ＪＲがＪ

Ｒがで逃げるだろう、部長。すぐ、ＪＲがＪ

Ｒというて県も市も逃げるじゃない。しか

し、新幹線は博多までは国費でできているん

だよ、昭和50年３月10日に。国費でできてい

るんだ。 

 博多から鹿児島になってから、私が24年前

の62年に議員になったけど、当時9,800億か

8,800億で博多－鹿児島の予算が凍結され

た。今はもう金額言ったってしようがないけ

ど、凍結された。そして出てきたときも、鹿

児島は平成13年に新幹線の供用開始と同時

に、供用開始のときは６年前駅周辺の整備は

終わっている。今言ったってしょうがない話

だけど、そんなのを考えていくと、何か行政

のレベルが鹿児島はうまくいっている、博多

もうまくいっている、熊本はどうなっている

のかということを、はっきりここで一発君た
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ちに言っとかないとね。 

 だから、言うことは聞かぬなら聞かぬで報

告しなさいよ。何で熊本はそんなに鹿児島と

か博多と――駅舎だって一緒じゃないか。も

ちろん駅ビルも含めてだけど500億――800億

と聞くぞ、駅ビルまで含めてのオープンだろ

う。博多はちゃんと新幹線に間に合わせる。

鹿児島は13年からだから、リニューアルで20

億と言っている。 

 だから見にいってきたけど、すばらしいも

のができとる。熊本は通過と一緒だ、新幹線

は。それから表には、何で区画整理した中に

個人の家が点々としている。ああいうのは全

国にないと思うけど。これは市の問題だけど

ね。その辺も含めて、何か熊本はＪＲに対し

て僕はおかしいと思うよ。 

 熊本のキャラクターをつくるのに前日知っ

たと、何しとるか。僕が言うのが間違いか

と、そう思うよ。ＪＲだってサービス業でし

ょう。その辺をどう思う、部長。おれはこれ

に引っかけたけど、トータルで聞きたいんだ

よ。 

 

○坂本企画振興部長 ＪＲの今回の対応につ

きましては、私、村上先生と同じ気持ちでご

ざいます。西郷隆盛がどうこうというんじゃ

なくて、熊本の発展にとっては、あるいは熊

本の人間たちがどういう気持ちでこの新幹線

を受けとめているのか。費用負担の問題もご

ざいます。長年にわたって待ってきた経緯も

ございます。一緒になってまちづくりをやっ

ているということもございます。トータルに

考えておかしいじゃないかというふうに、本

当に真摯に思います。 

 ＪＲは、私どもに直接お話しさせていただ

きまして、話をした直後にすぐ方針は変えま

した。では何で、前の日まで言ってくれない

じゃないかという同じ気持ちでございます

が、弁解をするつもりは毛頭ございません。 

 経緯を簡単に御説明しておきます。ＪＲの

支社長のところに来たものを見て、支社長

も、これは熊本には全くなじまぬと思ったそ

うですが、何と申しましょうか、今回の西郷

キャラクターというものが、ソフトバンクの

ゲームの何か一部をなしているというような

ことで、ある意味で、もうできちゃったもの

を博多駅と鹿児島駅と熊本駅で交互をする

と、ＪＲの本社の考えはそんなことだったそ

うなんです。 

 だから、私申し上げました。それは支社

長、あなたの立場でこれが変えられる、変え

られないというサラリーマンとしての話はよ

そうよ、そうじゃなくて、ＪＲ九州という会

社が熊本という場所をどう見ているのかとい

うのが、いみじくもあらわれているじゃない

かと、そういうことでもっと一体となってこ

れから話をさしてくれと、このことは大変残

念なことだけども、見ようによってはまだ半

年あるので、ある意味でこれをいいきっかけ

に、災いを福となすようにこれからやってい

けないかということで話をさしていただきま

した。 

 先生からのお話もまたＪＲにつながせてい

ただいて、しっかりやっていきます。 

 

○村上寅美委員 部長、答えは要らない、要

望だけど。連続立交のとき、我々議会でＪＲ

に対して附帯条件をつけて予算を通したこと

があった。それでも工事なんかも余りうまく

いっとらぬ。そういう関係で県外業者が多

い。南九州議連で会長も一緒だけど、我々は

鹿児島で今度石原社長と会うんだ。社長に会

うから、おれはおれなりに直訴して、要望

は、お願いはお願いとしてしたいと思うけ

ど、何か熊本のスタンスが、最初から掘り返

すと切りがないけど、冷や飯ばかり食うとる

ような気がすっとたい。だから、それは要望

しとくから、今後的確にして、議会におわせ

かけていいから。 

 それから13ページに、いろんなイベントと

 - 14 -



第18回 熊本県議会 新幹線及び高速交通対策特別委員会会議記録（平成22年10月４日) 

か発掘して、君たちが非常に学問的に勉強し

ていることは多とするけど、これは商品づく

りになっているの。例えば、あんたたちがこ

こまで企画をする、これが例えば旅行業者に

対してこれで商品づくりができているのか、

できていないのかということを僕は尋ねた

い。 

 君たちが客を連れていくわけじゃないから

ね。これはやっぱり業者ですから。その辺は

どうなの。 

 

○津森新幹線元年戦略推進室長 それぞれの

事業につきましては、地域がそれぞれ自分た

ちの持っている素材とかイベントとかを活用

して取り組まれております。したがいまし

て、それぞれのイベントとかは、当然のこと

ながら民間と――行政も当然ですけども、一

体となっておりますので、まずはここの取り

組みのところから、観光なり外向けのＰＲな

りというのはまずスタートから始めておりま

す。 

 さらに、ここで一つ大きな形で、県下全域

でメニューがある程度出そろいましたので、

これを今後半年間必死になって、今も進めて

おりますが、今後さらに必死になって外にも

中にもＰＲしてまいりたい。 

 

○村上寅美委員 わかった。要望でいいけど

ね。これだけ勉強もして、地域も期待してこ

れだけのメニューができたわけだ。ところ

が、お客さんを連れてくるのは旅行業者だか

ら、旅行業者に商品づくりをしてもらうこと

が一番重要と思うよ。ＫＡＮＳＡＩ戦略だろ

うと何であろうと、まだこれからと言ったか

らもう言わぬけど、それを強く要望しとくか

ら、ぜひその辺の旅行業者と市町村とのセッ

ティングの仲立ちをちゃんとしなさいよ。 

 

○津森新幹線元年戦略推進室長 つくり込み

の段階から、当然観光連盟の方々に入ってい

ただいてつくり込んでおります。さらに、こ

ういう大きな形になりましたので、２段ロケ

ット的に今後もさらに精力的に展開させてい

ただくということです。 

 

○村上寅美委員 地域性ということで非常に

大事なことだし、地域も喜ぶことだから、部

長、その地域しかないものの商品づくりをぜ

ひ業者と急いでください。 

 以上です。 

 

○大西一史委員 ちょっと済みません、今の

村上委員の御意見に関連をしますけれども、

カウントダウンボードの話についてはちょっ

と残念な感じでありましたけれども、これで

何か西郷隆盛に我々がみそをつけておるよう

なことでもないし、ただ抗議をしたというよ

うなことが新聞記事に、熊本県とか市が抗議

をしたというふうなことで取りやめになった

というようなことが載っていましたけれど

も、抗議したわけじゃないでしょう。どうな

んですか。実際のところは抗議したわけじゃ

ないでしょう、ＪＲ九州に。 

 

○津森新幹線元年戦略推進室長 ＪＲの熊本

駅という熊本の陸の玄関口の大きなところで

ございますので、単純にイメージキャラクタ

ーどうこうというよりかは、より熊本の取り

組みなり魅力なりを伝えるような積極的な意

味での御提案といいますか、御意向をお示し

したということでございます。 

 

○大西一史委員 そういう提案が出てからす

ぐやると、鹿児島の人たちはやっぱり西郷隆

盛というと、ある意味では非常に重いキャラ

クターとして思っておられるわけだし、何か

熊本だけが非常にそれに過剰反応をしている

ようなイメージは非常によろしくないなと。 

 というのは、鹿児島だって当然熊本にお客

さんたくさん来ていただきたいわけだし、そ
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ういう意味では、福岡の方は何もその件に関

しては反応をしなかったというようなこと

で、そっちの方が大人の対応をしているなん

ていう声もありました。 

 ただ、私はやっぱり確かに熊本市に「西郷

どーん」があるのは、少しイメージ的にはど

うかなというふうに思う部分があるんですけ

れども、これはそういうイメージを何という

か、熊本がすごくネガティブな反応をしてい

るというようなイメージでもって思われるの

は私たちも本意ではないし、これは先ほど村

上先生もおっしゃっているとおりですね、皆

さんそういう思いを共有されておると思うん

です。 

 だから、「西郷どーん」というキャラクタ

ーがどうこうというよりも、やっぱりより熊

本にふさわしいキャラクターを求めているこ

とであって、抗議はしていないということ

は、はっきりしておいた方がいいと思いま

す。 

 それは、一応ひとつ言っておきたいという

ことで、これ以上その話にどうこう答弁して

いただく必要はないと思いますが、ただこれ

からやっぱり一体となって、オール九州で九

州新幹線を盛り上げていこうという機運を高

めなければいけないわけで、その中で地域間

競争というのはあっていいと思うんです。 

 このオール九州で高めていくという機運

で、ぜひＪＲ九州とのコラボレーションとい

うのはもう少し評価をしていただかないとう

まくいかないというふうに思います。今回の

点は、ＪＲ九州としても非常に申しわけない

という気持ちを持っておられるというふうに

思いますので、その辺についてもう少し、部

長がさっきその辺はしっかりやっていくとい

う話だったので、コミュニケーションを図っ

ていただきたいことを要望しておくというこ

とです。 

 それともう一つ、ちょっとそれに関連し

て、これも村上先生先ほど商品開発につなが

るようなものになっているのかという話なん

ですけれども、いろんなＰＲをＫＡＮＳＡＩ

戦略も含めてされていますけれども、ＰＲ自

体のターゲットというのはどういうふうなこ

となのかというのが、その辺が統一されてい

るのかなというのはあるんです。 

 やっぱりどうしてもあれやこれや欲張って

しまいがちなので、散漫になってはいないか

なという感じがするんですけれども、広告宣

伝に対してどういう効果を見越しているの

か、ＰＲ、その辺をお願いします。 

 

○津森新幹線元年戦略推進室長 恐縮でござ

います。別添資料５ページにつけさせていた

だいております「新幹線元年事業等に係る広

報展開のイメージ」ということでございま

す。県内向け、そして県外向け、大きく２つ

方向性があるというふうに我々考えておりま

して、県内向けにつきましては、地域開発セ

ンターまでつながるような形で、機運の醸成

につなげたいということで、まずは全線開

業、新幹線来るということの周知、そして機

運の醸成、また各地県内――県外を越えても

そうですけども、総合交流の啓発、こういっ

たものを中心に展開する方向性でございま

す。 

 そしてまた、首都圏、関西地域につきまし

ては、まずは熊本のイメージアップ、そして

後は目を引くような形で、いろんなところに

漏れないような形に、突出したような形の話

題づくりをしていく。さらに、選んでいただ

くために、熊本のお得感みたいなのを出して

いくということで認知度を上げるとともに、

来ていただく交流の拡大というふうな方向性

で考えております。 

 今、大西先生おっしゃったように、若干こ

こ総花的なところになってしまいますが、タ

ーゲット、手法についてでございますけれど

も、手法としてはパブリシティーからプロモ

ーションツールまでそれぞれ使っていくわけ
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でございますが、一つのターゲットのイメー

ジとしましては、潜在的に、何か熊本いいか

な、ちょっと入ろうというふうな潜在的な層

へまず訴えていきたいということで、子供さ

んであったり主婦であったりというところ、

また特定分野に関心の高い人、例えば歴史が

好きな方に歴史を絡めて熊本を売ってきたと

か、こういう形で特定分野に関心の高い人、

そしてさらに県外の方が中心でございます

が、熊本に何らかのゆかりのある方々、こう

いった方々にそれぞれのターゲットに応じた

展開をしていく。 

 具体的に下のところにちょっとつけさせて

いただいておりますが、子供さん向けにわか

りやすくキャラクターを使ってみたり、こう

いった形で展開をさしていただきたいという

ふうに考えております。 

 

○大西一史委員 今いろいろ説明あったんで

すけども、やっぱり総花的だという感じはそ

れでもするんです。だからあと半年というこ

とを考えれば、この辺の何というかな、もう

少しターゲットを絞って、例えばＰＲ効果、

宣伝効果というのをどういうものを上げたい

のか、効果をですね、効果を測定する手法と

いうのはなかなかないんですよ。 

 東大の飽戸弘教授だったかな、たしかこの

辺の研究をされていましたけれど、ＡＩＤＭ

Ａだったかな、そういう何か指標があって、

効果というのか測定する手法というのはある

んです。 

 例えば、ただ単に「知ってます」だけで、

九州新幹線全線開業を関西なりよその地域の

人たちが「知ってます」で、これで終わって

はどうにもならないわけです。だから「知っ

てます」から「新幹線に乗って熊本に来たい

です」というところ。さらに、「熊本に来て

何を食べたいです」、あるいは「何を買いた

いです」、「何をしたいです」、「何を見たいで

す」というところにつながって初めて効果と

いうか、ＰＲというのが生きてくる。 

 これは計るのがものすごく難しいんですけ

ど、そういうふうに持っていくと、この潜在

的参加者層がとか、特定歩合に関心の高い層

とかというのは、それでもまだターゲットと

して絞り込めないというふうに私は見ていて

思うんです。 

 だから、その辺の、あと半年ということな

んですけど、あくまでも開業のイベントまで

が半年ということであって、そこから先が大

事だよということをぜひ意識してやっていた

だきたいということは、これは広告宣伝効果

というのも意識しながらぜひやっていただき

たいというふうに思います。その辺について

は特にまだ研究はされていないと、どうです

か。 

 

○津森新幹線元年戦略推進室長 具体的に効

果測定というところまではなかなか分析しき

れないところありますけども、今回特にＫＡ

ＮＳＡＩ戦略を中心として、わかりやすく、

例えば甲子園球場に「くまモン」を出すと

か、ちょっとざわざわ感を演出しながらぽっ

と出すとか、やり方も含めて、なかなかよそ

がやらなかったり、やる方法も、手法とかも

検討しながらやらさせていただいております

ので、一人でも多くの方々に熊本の魅力を伝

えるような形で、ぜひしっかりやらせていた

だきたいと思っております。 

 

○大西一史委員 できるだけ多くに知ってい

ただく、あるいはざわざわ感というのは、こ

れはいろいろ今の新しい口コミであるとか、

そういう手法をちらっと一生懸命やっておら

れることはわかるんですけれども、例えば別

添資料の７ページの「メディア等の展開」と

いうことで、ポスターとかＷＥＢの展開でと

いうことが書いてありますね。 

 「くまモン」がポスターでもって、「大阪

も なかなかええ城もってますやん。」とか
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いうようなあれがあるんだけども、例えば一

番右の「大阪は 道に迷いやすい。人生にも

 迷いやすい。」、だから熊本でリフレッシュ

してみたいなことを、「阿蘇の自然で、リフ

レッシュ！」と書いてあるんだけれども、こ

れって不快に思わないんですかね、大阪の人

は。（笑声） 

 熊本は道は混んでいるしとか、例えばこれ

一つなんだけど、イメージの問題なんだけ

ど、「西郷どーん」の話じゃないけど、大阪

の人、これはしゃれで通じるのかなと思う

と、そんなことをいわれるようなところなん

て、熊本まで行くかというふうに思う人が多

いんじゃないかなと思ったんだけど、（笑

声）その辺はどうなっている、戦略として考

えられるの。 

 

○宮尾くまもとブランド推進課長 ブランド

推進課でございます。 

 50種類の面白ポスターを約7,000枚張って

いるんですが、おっしゃるように、中には

「ん！」というのも実はございます。でも、

それはあえてそういうので気を引くというと

ころがポイントで、単なる、熊本いいよ、い

いよ、おいしいよというだけだと多分スルー

してしまうというところで、私はこれはマイ

ナスには受けとめてないんですが、大阪の方

たちはああいうキャラですので、（笑声）あ

あいうノリですので、きっと広い心で受けと

めていただけると思っていますが、そういう

ところで、ふんと引っかかるところが大事な

部分なのかなというふうに思っています。 

 もしも万が一、これで抗議が来れば、私は

ある意味大正解かなというふうに、それがＰ

Ｒするきっかけになりますので、熊本びいき

をふやすきっかけになりますので、大成功か

なというふうに思っています。 

 

○大西一史委員 大成功…… 

 

○宮尾くまもとブランド推進課長 大成功ま

ではいきませんけど……。（笑声） 

 

○大西一史委員 ただ、広告というのは、人

を不快にさせないというのが大前提としてあ

ると思うんです。だから、うっと、サプライ

ズというかな、ああいう効果を得るというの

は大事なんだけど、これは小山薫堂さんもお

っしゃっているとおり、サプライズというの

は、ちょっと人が楽しくなるような、わくわ

くするようなものでなければならないという

ことを考えれば、少しその辺もよく見て、今

後の戦略の中ではイメージがマイナスにつな

がらないようにぜひ頑張っていただきたいと

いうふうに思いますから、それ以上は言いま

せん。 

 以上です。 

 

○村上寅美委員 大西委員の意見に反論では

ないけど、熊本県民として西郷隆盛の問題

は、新聞でも見たけど、西郷隆盛を熊本県民

は尊敬しているんだと、決して西郷隆盛個人

の問題ではないということを押さえてあるは

ずですよ。 

 それと、あなたもそうと思うだろうけど、

博多－鹿児島に中抜きされはせぬかというイ

メージは、熊本はみんな持っているわけで

す。何とか熊本におろさにゃいかぬという熱

意が熊本に感じられなければ僕はだめと思い

ます。それが１点。 

 それから、この前南九州の役員会のとき鹿

児島に全部幹部が来とったから、それはお断

りしときました。それは西郷隆盛についての

諸問題では一切ないと。それは理解しとりま

すと、熊本人ですけんなというようなことで

終わったから、それもつけ加えて報告してお

きたいと思います。 

 以上。 

 

○中村博生委員長 ほかに。 
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○鎌田聡委員 カウントダウンボードの話が

出ておりましたけど、確かに西郷さんが悪い

という問題じゃなくて、やっぱり先ほど話が

あったように、ＪＲといかに連携をして、Ｊ

Ｒだけで突っ走るということでなくて、また

熊本県もそれぞれ意見交換をしながらよりよ

いものをつくっていくという観点からの意見

だと思いますので、そういう立場で、これま

でも、先ほどの話じゃないですけども、少し

ＪＲさんと気持ちが合わない原因もあったか

と思いますけども、これからは県民一体とし

て、これでいこうというふうなやり方でいか

ないといかないと思いますので、県ではそう

いう力を発揮できるような中身で、ＪＲさん

と進めていただきたいというふうに思いま

す。 

 そのことで３ページに、ＪＲへの要望活動

がこれまでも展開をされていますけれども、

これから開業に向けて、まだまだ残された課

題はＪＲとの関係で多いと思いますので、要

望内容でも特急とか快速の議論も議会の本会

議でもありましたし、私はこの前の委員会で

も申し上げましたけれども、博多駅での乗り

かえ、対面乗りかえの部分がまだ結論が出て

いないというのは、これはいかがなものかと

思います。 

 これは中抜き以前の問題として、博多でお

りてしまいはせぬかというふうな、アクセス

が悪いと、そういう問題がありますから、ぜ

ひここは強力に押していただきたいと思いま

す。現状は、ここ大体方向性は固まっている

のかどうかというのを教えていただきたいと

思います。 

 

○髙田交通対策総室長 委員の御指摘の件に

ついてでございます。７月に要望を行い、そ

の際にも、博多駅での対面乗りかえというの

を多く実現せよ、全部できるようにというこ

とでＪＲ九州に要望をしてまいりました。 

 現時点においては、ＪＲ九州において対面

乗りかえ全部できるかどうかということにつ

いては、まだ検討中という状況でございま

す。いろいろ東京方面から「のぞみ」で来る

路線、あるいは山陽新幹線の路線、九州新幹

線路線ということで、さまざまな路線を３つ

のホーム、３面６線でどう調整していくかと

いうところでもありまして、現時点でどれだ

けできたというところについては、まだＪＲ

九州の方は検討中ではございますということ

です。 

 ただ、我々としては、引き続き対面乗りか

えということを実現できるように、ＪＲ九州

に対しては働きかけて頑張ってまいりたいと

思います。 

 

○鎌田聡委員 そこは強くやっていただかな

いと、ここからいろいろ移動が大変になると

いう部分で、非常にアクセスの問題が出てま

いりますので、強力にやっていただきたいと

思います。早くそういった答えも出るように

努力をしていただきたいと思います。 

 それと、もう一点いいですか。 

 別添資料での１ページに、新幹線開業時の

アクセスということで、熊本駅西口の方から

市内に出るにはこのような緑線ですよと書い

てありますけれども、これはバスは違うんで

すね。バスもこっちから出すということです

か。交通手段は何ですか。 

 

○松永新幹線都市整備室長 ただいま鎌田委

員の御質問ですけれども、済みません、土木

部の方でちょっとそのあたりまで把握してい

ません。 

 実態としては、この西口の駅前広場、新設

なもんですから、これまでの路線バスという

のは、田崎春日線という春日小学校の前の通

り、これを通過している路線はございます。

ただ、私どもの方ではちょっと、新幹線口の

方から新しい路線バスが出るかどうかは、ま
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だ全然私どもは把握していない状況です。 

 

○鎌田聡委員 では、何のアクセスなんです

か。 

 

○松永新幹線都市整備室長 これは県の一般

車でありますとかタクシーでありますとか、

不定期の団体客の大型観光バス、そのあたり

の自動車のアクセス道路をお示ししておりま

す。 

 

○鎌田聡委員 では、路線バスとか電車が、

公共交通という部分ではそういったのがアク

セスになると思いますけど、そこは違うとい

うことで理解していいんですか。それもわか

らないということですか。 

 

○松永新幹線都市整備室長 わからないとい

うか、把握していないと。申しわけございま

せん。 

 

○氷室雄一郎委員 ちょっとお尋ねですけ

ど、うちの城下議員が、開業時のスタートの

イメージをどうするかということでお尋ねを

したんですけども、あのときに知事答弁だっ

たと思うんですが、明確な答弁はなかったわ

けですけども、次の12月議会で質問しても遅

いと思うんですが、県としてはそういう具体

的なイメージみたいなものは持っているのか

ということです。 

 もう一つは、福岡、鹿児島も関連しており

ますが、その辺の話し合いも重要だと思うん

ですけれども、県として戦略なりイメージを

持っておるのかどうか。では、これからどう

するのかということについてお尋ねしたいと

思います。 

 

○髙田交通対策総室長 委員御質問の件につ

いてでございます。開業日というのは、新幹

線効果というのを全国にアピールするという

ことで、一番重要な一日であると思っていま

す。また、その中で、熊本駅発の列車という

ところを最大限にするためにその効果と、手

段としてアピールしていきたいと思っている

ところでございます。 

 我々としては、熊本駅発の一番列車、また

その直通列車などについて、これらを活用し

てＪＲ九州等とも連携しながら、最大限高め

るための方策というのを今検討しておるとこ

ろでもございます。今後とも、まだ現時点で

具体的に何時からどう行ってというところは

決まっておりませんが、これからということ

でございますけれども、我々としては最大限

効果をアピールすることができるように、こ

の一番列車というのを活用してＰＲしていき

たいと考えております。 

 また、その日におきまして、その効果とい

うことで九州一体となって、全国に対して九

州新幹線の全線開業というのをＰＲしていく

という意味でも、福岡、鹿児島各県などとも

いろいろ協議をしていくことになろうかとい

うふうに、これから進めていくことになりま

す。 

 そうした中においても、熊本における列

車、あるいは開業日のイベントなどというこ

とを、全国に最大限アピールすることができ

るように頑張ってまいりたいというふうに思

っておるところでございます。 

 

○氷室雄一郎委員 鹿児島も福岡もまだうち

と同じような状況なんですか。 

 

○髙田交通対策総室長 現時点においては、

当日何時からどう行うなどというところにつ

いては、まだ現在確定はしていないというと

ころでございます。 

 

○氷室雄一郎委員 今後、これから協議をさ

れていくわけですが、その辺具体的なイメー

ジみたいなものが固まるというのはいつごろ
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までになるのか。まだそれもわからないんで

すか。 

 

○髙田交通対策総室長 我々としては、12月

にダイヤが発表されるということでもござい

ますけれども、一日も早くそれまでの間にき

ちっと関係者の間で協議をして、当日におけ

る内容ということについては固めていきたい

というふうに考えております。 

 

○氷室雄一郎委員 今いろんな御意見が出て

いるように、向こう側というよりも、こちら

としての戦略を持ってやっぱり協議に臨ん

で、県なら県の意向をきちっと伝えて最大の

効果が出るような取り組みをしなければ、ま

た、いやちょっとという状況が生まれたらこ

れは大変なことになるし、最大のイベントで

ございますので、この辺はしっかりしていた

だかにゃいかぬと思います。その辺は部長、

ちょっと決意のほどを述べてください。 

 

○坂本企画振興部長 一番列車の到着、この

日は多分朝から新幹線関連でいろんな形の発

信があると思っています。一番電車というの

は、その人の一番朝早いものを送ると思うん

です。恐らく同じぐらいの時刻には、今度大

阪から出る最初に「さくら」というものがあ

ります。我々いろんなターゲットでは、まさ

に大西委員が言われたようにあるんですけれ

ども、熊本の中でいかに乗り合わされるか、

それから全国にどう放映されるか、それから

最大の顧客である大阪・関西エリアの人にど

うＰＲするか、それをどうミックスしていく

かということを今悩んでいるというか、その

戦略として考えております。 

 大阪での一番列車にどれだけ我々が持って

いるさまざまな資源、知事ですとかスザンヌ

ですとか「くまモン」ですとか、こういうも

のをどう投入するか、それから熊本における

盛り上がりの核であります一番電車を、熊本

としてどう盛り上げるか、それからどう放映

されるかという意味では、その日に熊本がど

ういういわゆる開業のうたげのようなものを

やるのか、こういうふうなものをミックスし

てやっていくという中の一つとして、一番列

車非常に大事なものだと思っておりますの

で、ＪＲと粘り強く議論していきたいと思い

ます。 

 ただ、いずれにせよ、先ほどもございまし

たが、九州全体で電車を祝うということと、

それから熊本として祝いたいということと、

両方が兼ね備わっていかなきゃいけない要素

もあるんだろうと思います。 

 言われました指摘の中で、鹿児島から一番

電車が来てしまうと、鹿児島で満員になって

電車が来て通過されるという話を言われたん

ですけど、そんなことは、仮にダイヤ上鹿児

島発になったとしても、そんなことは絶対に

させませんし、あり得ない想定だと思ってい

ます。仮に、万が一、ダイヤがそうなった場

合でも、熊本が乗る車両、あるいは佐賀が乗

る車両、この全線開業は九州全体でのお祝い

ですので、仮に熊本発になる一番ベストなケ

ースにおいても、熊本発の一番電車になって

から、熊本県人が全部電車をジャックして佐

賀県民には乗せないなんていう、そういうこ

とをするつもりは毛頭ございませんので、一

番電車はそういう意味でバランスもとりなが

ら、でも熊本としてきちんとＰＲできるとい

うふうなことでやっていかなきゃいかぬと思

います。 

 

○氷室雄一郎委員 いろいろあると思います

けど、ベストの効果が見えるように、しっか

り取り組んでいただくということを強く要望

しておきます。 

 

○森浩二副委員長 開業イベントの主体はど

こ、県ですか、市ですか。 
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○髙田交通対策総室長 開業、まさに一番列

車の出発式については、ＪＲが主体になると

ころでございます。 

 

○森浩二副委員長 イベントの費用もＪＲで

すか。 

 

○髙田交通対策総室長 そのとおりでござい

ます。 

 

○森浩二副委員長 では、八代も玉名もＪＲ

が出すということですか。 

 

○髙田交通対策総室長 そのように聞いてお

るところでございます。 

 

○森浩二副委員長 では、市町村はそれに付

随して、ただついていくだけですね。 

 

○髙田交通対策総室長 そこはＪＲと協議を

して、一体となって効果最大化ができるよう

な形にしていきたいというふうに思っておる

ところでございます。 

 

○森浩二副委員長 では、県はそんなら余り

打ち合わなくていいじゃないですか。ＪＲが

言われたのをただやっとけばいいんじゃない

ですか。 

 

○髙田交通対策総室長 そこは、県におきま

しても、沿線の市あるいはＪＲと一体となっ

て、県も主体・当事者となって、きちっと効

果を最大限高めるような一日というふうにし

ていきたいと思います。 

 

○坂本企画振興部長 開業イベントというこ

とが幾つか使われていますが、いわゆるＪＲ

のホームでやる一番電車なり、あるいは最初

から大阪を出るとき、大阪から最初の「さく

ら」が来るときと言ったのは、ホームでやる

イベント、これはＪＲのイベントでございま

す。ただ、これは朝一の、日が上る前の一つ

のものでございまして、朝たしか11時からで

すかね、これは建設促進協議会ということで

地元自治体、経済界も入った大きな開業パー

ティー、これを市内のホテルで開催いたしま

す。こういうものは、費用もそういう協議会

負担で、地元も入った負担という形になりま

す。                 

 それから、お城の中にありますイベント、

これは県と市が熊本城、いわゆるイベントに

関しては県と市が折半で出し合ったイベント

という形で、それぞれ性格に応じた費用負担

になってございます。 

 ただ、費用負担がないから物を言わないと

いうと、「くまモン」のボードと同じ話にな

ります。費用負担はそういう全体の中で適切

なものを配分にしておりますけども、中身に

関してもきちんとＪＲと協議してまいりたい

と思っております。 

 

○森浩二副委員長 熊本駅は始発があるから

いいんですよ。八代とか玉名は始発はないん

です。ただ通過するだけなんです。だから駅

の開業イベントになると思うんですけど、そ

ういうときにどっちが――駅舎というのは玉

名も結構お金を出してつくっているんです、

そういうときはどういうふうになるのか。 

 

○髙田交通対策総室長 列車における通過

式、あるいは一番最初に停車する式になる

か、そのあたりのところはＪＲにも確認して

まいりますが、そこはＪＲの方が行うことで

ございます。それにあわせて、駅の周辺で開

業を祝うイベントということで、そこは市が

主体となって行っていって、両方あわせて当

日のイベントということで行っていきたいと

いうふうに思っているところでございます。 

 

○森浩二副委員長 だから、駅舎のイベント
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というのは、熊本駅はあの費用はどっちが出

すのかな。 

 

○髙田交通対策総室長 熊本駅での最初の費

用につきましては、これはＪＲ九州の方でご

ざいます。 

 

○森浩二副委員長 駅舎です。駅の開業イベ

ントというのはないんですか。駅舎だけです

か。まだ煮詰まっていないということです

ね。 

 

○髙田交通対策総室長 済みません、現在の

ところちょっと……。 

 

○山本秀久委員 大体言いたいことは出尽く

したような感じがしていますけど、今言われ

たことは全部はやっぱり頭に入れて今後は進

めていく問題。 

 言っとくが、私が言うのは、この間観光議

員連盟で鹿児島へ行って、３県の議員さんた

ちと全部話をしたんだ。その中でいろいろ問

題点がたくさんあるわけですね。今部長も言

ったように、九州は一つだというような言い

方をするけども、その一つの問題点がひとつ

も一つになっていないんだ。 

 だから私は提言したんだ。３県の知事が一

緒になって何でこういう問題取り組まぬか

と、言うことの方針はなぜ打ち出さぬかとい

うことを言ってきたんです。それはみんな３

県の議員さんたちも賛成して、なるほどと。

だから、別々に宮崎県は宮崎、鹿児島は鹿児

島でやっているんじゃないかと。そういうこ

とで、九州一体となって物事・観光の開発が

できるということを提言してきましたので、

今いろいろ各議員から話が出たけど、そうい

う問題では、一つの問題点を解決するにはそ

ういう問題が出てくるわけだから、そういう

意味で申し上げたわけだ。 

 だから、さっき言ったように、私は新幹線

が鹿児島から八代まで入った関係で、ローカ

ル線の問題で大変今問題点が起きているもの

は――実際起きたんだ。だから、その新幹線

を今度は熊本から初めて３月12日開通して

も、その問題点必ず出てくるんだ。そこんと

ころをよく予測しておいて物事を進めていか

ぬと、事は進まないよ。 

 だから、今各委員から言われた問題点は本

当に重要な問題だから、そういう点が必ず生

まれてくるということは予測しといて事を進

めていかぬといかぬと私は思う。だから、そ

ういう点で今提言したわけだ。 

 特に、今の物産展の問題、地域性の問題の

イベントなんか、ああいう問題も本当にどう

いうのが適切であるのかということはよく勉

強しとかぬと、その場その場になってあわて

てやることが多いんだよ。 

 あんたたちは確かに計画は立派に書くんだ

が、実際それに当たっていないことが多いん

だ。あとフォローしていないことが多いか

ら、熊本県はそういう点をもう一回よく認識

してやってくれぬと困るということ。 

 特に、航空路線にしても、宮崎にしても鹿

児島にしても、航空路線持っているわけ、上

海と台北に。宮崎は台北、鹿児島は上海。熊

本だけが持っていないんだよ。そういうこと

で物事を進めようと思うたって事は進まな

い。だから、そういう点よく理解して今後、

今提言したことをよく頭に置いて事を進めて

ください。 

 以上です。 

 

○鎌田聡委員 済みません、ちょっとさっき

の件なんですけれども、アクセスの話で、バ

スの路線が西なのか東なのか把握していない

とか、少し忘れたとか、その後は把握してい

ないということが引っかかるんですけども、

公共交通は東口なんですか。 

 

○松永新幹線都市整備室長 済みません。先
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ほどちょっと御説明が不足していましたの

で、補足させていただきます。 

 基本的な考え方として今回御説明したのは

西口、新幹線の方の駅舎の方なんですけれど

も、東口の方、まだ暫定整備の駅前広場をつ

くっています。基本的な役割分担といいます

か、東と西の役割分担としては、東側がいわ

ゆる日常の交通、いわゆる県民の方や市民の

方、通勤通学、そういった方々の交通を処理

するのが東口。西口の方は新幹線口になりま

すので、県外から来られた観光客であると

か、そういう方々の交通を処理するというふ

うな役割分担を基本的に定めています。 

 それで、鎌田委員御質問のようないわゆる

路線バスにつきましては、従来どおり東口の

方の駅前広場で基本的に処理するというふう

なことになっています。ですから、当然それ

と同じように市電も東口にございます。その

一方、西口の方では、そういう日常的な交通

じゃなくて非日常、いわゆる団体であります

とか観光、そういった交通の処理を西口で受

け持つということで、基本的には不定期のバ

スなんかの駐車場を設けているということで

す。 

 そういった意味で、基本的には――おさら

いですけれども、東口が日常の路線バス関

係、西口は不定期の団体及び観光バス関係を

処理するといった感じで計画しているところ

です。 

 以上です。 

 

○鎌田聡委員 西口と東口の今役割は理解で

きますけども、不定期といいながらも、熊本

からビジネス等で大阪とか行く熊本県民もい

るんですね。この西口に、私心配したよう

に、駐車場があるのかなというように心配し

ました。駐車場とかあるんですか。 

 

○松永新幹線都市整備室長 駐車場につきま

しては、先日議会でも答弁があったかと思う

んですけども、今のところはＪＲ九州さんの

西口の設置数合わせまして450台、これは高

架下も入っているかと思いますけども、450

台設置されます。ちなみに、参考までに東側

が大体300台、合計で750台程度設置されま

す。 

 これ、多いか少ないかというのがなかなか

難しいんですけども、ちなみに今の工事が始

まる前の平成16年段階では、駅周辺、東側だ

けなんですけども、大体250台程度しかなか

ったということです。大体それに比べると開

業時３倍程度には台数が確保できるといった

状況です。 

 以上です。 

 

○鎌田聡委員 いいです。 

 

○佐藤雅司委員 ３点でございますが、一問

一答でしつこくはいいませんけども。 

 まず、部長のごあいさつ・説明要旨の中

で、「市民力による新幹線元年事業の準備を

進めるとともに」、また説明の中でも別添資

料６ページに、「県民個々人による」とか

「県民自ら考える」とか、「個々人の取組の

総体」とか、個人を非常に、県民総参加でつ

くると、それはよくわかります。 

 だけど、このことがいわゆる地域づくり、

それから人づくり、まちづくり、そういった

ものが個人の力、市民能力というのは大変重

要であることはよく私も存じ上げておりま

す。それについては何の異論もありません。 

 ただ、これが地域振興局やいろんなところ

を通じて、県の方で市民力というのを知事み

ずからもおっしゃっとるわけですけれども、

県民がこれを聞いて果たしてどう考えるの

か。どうも何か金がないけんうっぱずすっと

じゃなかかと、県は責任を放棄しているんで

はないかというふうに私はとらえられるんじ

ゃないかと。 

 そうであれば、こうしたことをおしゃって
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いくということであれば、しっかりと県政の

役割は市町村、あるいは要するに官の役割と

いうものをきちっと県民に示していかない

と、これは私は言えないというふうに思うわ

けですけども、いかがでございましょうか、

深くは言いませんけども。 

 

○津森新幹線元年戦略推進室長 今佐藤先生

からもおっしゃられたように、市民力という

ことで、地域づくりを進めるというのは、持

続的かつ波及効果になるような地元の魅力の

創出につながるというふうに考えておりま

す。それをいかにどんどん展開する、どうい

うふうなやり方で展開するかということだと

思いますが、それにつきましては、まずは実

際にいろいろ地域でそれぞれ取り組まれてい

る団体がございます、こういうところに我々

も足を運びながら一緒に、その問題の解決で

あったり、魅力づくりであったり、一緒に議

論をするということと、またそれぞれ地域の

団体そのものが一緒に連携することによっ

て、よりまた大きな話ができるところでござ

いますので、そういった場をつくるというこ

とのやり方というのがあると思います。 

 さらに、今後やりたいと思っていますの

は、新しく今回くまもとサプライズというこ

とでやらさせていただいております。これに

つきましては今まで、地域づくりとして非常

に難しくてハードルが高いなと思われた方々

も、実は身の回りのちょっとしたもてなしの

気持ちであったり、身の回りのものを使うこ

とでちょっとしたことができるんだというこ

とを、ぜひ実感していただきたいと思ってお

ります。 

 そのために、これもなかなか広げるという

ことは容易なことでないというのは重々承知

しておりますが、いろんな形で広報をするな

り、実際に我々職員も含めて中に足を運ばせ

ていただきながら議論をさせていただく、こ

ういう形で少しずつ広げていきたいと思って

おります。 

 

○佐藤雅司委員 確かに市民力は上がってき

ているなと、そういう感じがします。いろん

なＮＰＯだとか、そういう形、地域づくりの

団体だとか、そういったところがみずから行

動し得るような形には少しはなってきたなと

いうふうに思っておりますけれども、やっぱ

りこれから、要望しておきますけれども、も

っともっとそうした行政、いわゆる市町村も

含めた役割分担といいますか、そういったと

ころをできるだけ明確にしておかないと、何

や、県もこれはずっと引き込んでいく話にな

っとっとじゃないかと、積極的に出てこぬと

いう話になりますので、そこをよろしくお願

いしておきます。 

 それから第２点目でございますが、あと２

つあります。 

 これは土木部長にお尋ねでございますが、

中九州横断道路はここに出ています、阿蘇大

津道路という言葉が、固有名詞がずっと出て

います。私どもはそれで勉強してきました。

ところが、マスコミの皆さん、この間もテレ

ビで57号を映して、57号の中で阿蘇大津道路

と出てくるんです。 

 一体この固有名詞がどういうふうに伝わっ

てマスコミさんに行っているんだろかと。去

年から３回ぐらい阿蘇大津道路事業中止が出

ているんです。おかしいなーて、57号と中九

州の方では違うはずだけどとこっちは思って

いますけど、そこをちょっと明確にしてもら

わぬと、被害者は私でございまして……。

（笑声） 

 57号を阿蘇大津道路と言われるもんですか

ら、実際やっているんですね、12億かけてや

っていますけども、ああた、あすこをつぶす

とかいたという話が出てくるんです。そこを

ちょっとお願いしたいと思います。 

 

○戸塚土木部長 佐藤委員の方から御指摘の
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阿蘇－熊本間の道路の名称につきましては、

そういった以前から社会的に使われている言

葉が非常に誤解を生みやすいという話は知っ

ています。我々としては、あくまでも一般道

路につきましては、国道57号の立野拡幅と

か、瀬田拡幅とか、そういった名称を使って

おります。 

 阿蘇－熊本とか、熊本大津道路とか、そう

いったのは地域高規格道路特有の言葉、区間

として使っておりますので、さらにその辺は

徹底した形で使っていきたいというふうに考

えております。 

 

○佐藤雅司委員 そういうことで、マスコミ

さんも聞いておられると思いますので、しっ

かりとそのことを使っていただきたいという

ふうに考えております。 

 それから３点目。阿蘇へのアクセスとし

て、今ＪＲの豊肥線で旧型の1962というのが

走っております。余り大したことはないとい

うふうに思っておりますが、あそＢＯＹが人

吉に行った関係もあります。 

 今の唐池社長がまだ社長じゃなかったこ

ろ、２年ぐらい前だったと思いますけども、

テルサで明言されているんです。新幹線にあ

わせて新型列車を、観光列車を走らせます

と、こういうことを明言されておりますの

で、かなりあそこには、阿蘇の関係とか皆さ

んもおられたたというふうに思っております

ので、できないならできないでいいんですけ

ども、なぜできなかったかということをぜ

ひ、髙田総室長からでも、どなたからでも結

構でございますから、確認をしてほしいなと

いうふうに思っております。いかがでしょう

か。 

 

○髙田交通対策総室長 ただいまの件につき

まして、私どもの方からもＪＲ九州に対し

て、阿蘇における新しいタイプの観光特急の

実現ということで要望しておるところでござ

います。まだ現時点においてはＪＲ九州の中

で検討をしているという状況にあるというふ

うに聞いております。 

 我々としては、やはり新幹線からの２次ア

クセスとしての阿蘇方面への一番効果の高い

アクセス手段だというふうにも考えておると

ころでもございます。そうしたことが実現で

きるように、ＪＲ九州に対しても引き続き働

きかけてまいりたいと思っておるところでご

ざいます。 

 

○佐藤雅司委員 一応ＪＲ九州に行った反応

は今聞いたんですけども、３月までやるとい

う話は今のところ手ごたえとしてあります

か、どうですか。 

 

○髙田交通対策総室長 ３月という時点につ

いてならば、現時点において確実にそこまで

できるというところの見通しはまだ立ってい

ない状況ではございます。我々としては一日

も早くそうしたことが、新たな特急というも

のを実現されることを目指して、引き続き働

きかけてまいりたいと思っております。 

 

○佐藤雅司委員 ＪＲ九州は手ごわいんで、

しっかり頑張っていただきたいと思います。

要望です。（笑声） 

 終わります。 

 

○中村博生委員長 ほかに。 

 

○平野みどり委員 たくさんありますが、１

点に集約いたします。 

 観光バスについてですけれども、観光バス

に関しては、九州陸運局の方で、発着がその

県の中でないといかぬ、例えば熊本の場合産

交バスは熊本発着でないとだめだというふう

に決められていると聞いています。ただ、こ

の前のときも質問しましたけれども、リフト

つきの観光バスに関しては、九州の中で本当
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わずかしかありません。西鉄もたくさん持っ

ていますけど、養護学校の方で使っていると

いうことで、観光バスに使えるなんて限られ

ているんです。 

 ところが、西鉄さんが今回リフトつきバス

を普通のバスに戻すというようなことになっ

ているらしいです。それは福岡での発着とい

うのが決められているから、なかなか効果的

に運用できないということなんですが、この

前の知事の答弁の中にもありました、国の地

方事務所の硬直したあり方の一つで、九州陸

運局のバスに関しての考え方あると思うんで

すが、一般のバスはともかく、リフトつき観

光バスに関してはこの規制を撤廃して、例え

ば福岡から熊本に持ってきてもいい、今だっ

たら例えば鹿児島とか福岡から会社の人が乗

って、そこから発着したような形にして、最

後も鹿児島に帰すみたいな形にしないとだめ

だということで、相当コストもかかっている

んです。 

 そういうことを、熊本だけでなくて九州全

体で国に働きかけて、このところだけでも見

直しをしてもらいたいと思うんですけれど

も、今後の取り組みについて伺います。 

 

○髙田交通対策総室長 ただいまの件につい

てでございますけども、我々としても確かに

委員御指摘のとおり、貸し切りバスについて

は、出発または到着、いずれかが自分の営業

所に属する県をかまさないといけないという

ことになっているところでございますが、こ

れは輸送の安全というか、長距離方面、特に

首都圏なんかにおいて過労運転で長距離を飛

ばしてくる、それでも多くの客を見込める東

京の方で拾うということから、首都圏の遠い

ところの事業者が、出発または到着が東京で

ないというところからの事業者が、東京で客

を拾っていくと。あるいはスキーバスなんか

でも、そういったところで事故が起きたとい

うところで、貸し切りバスの安全対策の一環

でやっておるというふうに理解しておるとこ

ろでございます。 

 しかしながら、委員の御指摘にありますリ

フトつきバスという今九州に置かれた現状と

いうことから見て、もう少し弾力的な運用と

いうことはそのままできないだろうかと思っ

ておるところでございます。 

 我々として、九州運輸局、九州各県集まる

場で、九州運輸局が主催して各県が集まる会

議の場でも問題提起をしたところでございま

す。現在、運輸局の方では本省とも相談し

て、何とかできないだろうかということで、

中で議論をして検討をするところでございま

す。まだ現時点において、新たな方針として

こうだというところが示されているわけでは

ございませんけれども、我々といたしまして

は、ただいま委員の御指摘を踏まえて、引き

続き何とか弾力的な運用ができないだろうか

ということで働きかけていきたいと思ってお

るところでございます。 

 

○平野みどり委員 せっかく新幹線全線開通

でいろんな方たち来られますし、修学旅行だ

って誘致できるんですよ、養護学校の。とこ

ろが、熊本ではなかなかそういうバスもない

のでできていないという現状がありますの

で、九州知事会なんかでも含めて、ぜひ国に

要望をしていただきたいなというふうに思い

ます。 

 以上です。 

 

○早川英明委員 １つだけですけども、それ

ぞれ各委員から今まで意見がございましたけ

ども、私は、知事が、いろんな一般質問ある

いは代表質問等、あるいはまたそれ以外のと

ころでも、今回の新幹線の開業を、来年の３

月12日開業するのは、100年に１度の本当に

すばらしい本県にとっては効果があるもんだ

と、100年に１度というそのことをよく使わ

れますけれども。 
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 私は、そういうことですべての面の効果が

100年に１度ということであれば、県民の期

待にやっぱり反しないような形でしっかりと

してあと半年、また新幹線が開通後も皆さん

方にその取り組みをしていただかないと、10

0年に１度が本当に県民の期待を裏切らない

ような形にならなくてはならないというふう

に思っておりますから、それぞれの先生方の

御意見本当にもっともというふうに思います

から、私はその点を要望をしておきたいとい

うふうに思います。 

 

○中村博生委員長 要望でいいですか。 

 

○早川英明委員 はい。 

 

○小早川宗弘委員 簡単です。 

 資料の14ページ、「くまもとサプライズ」

運動の展開ということで、アイデアを募集さ

れているということで、現状を教えていただ

きたいです。サプライズですから、なかなか

内容までは話すことはできぬと思いますけれ

ども、「バカボンパパ」はやるかやらぬかが

サプライズというふうなことで、そのほかど

ういう状況なのか、どれぐらいの数が集まっ

てきて、どういう地域で何カ所ぐらいで展開

しようとされているのか教えてください。 

 それと、２点目は「くまモン」ですけれど

も、これは子供たちが非常に喜ぶキャラクタ

ーかなというふうに思いまして、幼稚園など

に登場する、ショッピングセンターなどに行

かれるということでありますけれども、「く

まモン」に来てほしいというときはどういう

ふうにすればいいのか、そういうのもあわせ

て教えていただければと思います。 

 

○津森新幹線元年戦略推進室長 「くまもと

サプライズ」への実施団体の募集についてで

ございますが、今10月６日締め切りという段

階で応募を、今募集しているところでござい

ます。以前、アイデア募集の件につきまして

は1,019件いただいておりまして、これを参

考にアイデアの実施の団体を募集をかけてお

りまして、10月21日に審査をするというふう

な状況でございます。 

 「くまモン」につきましては、今実際に

「くまもとサプライズ」のキャラクターを県

内の幼稚園、小学校、中学校を中心に回らせ

ていただいています。今現在150カ所回らせ

ていただいています。そこでも、行った先

で、園児の方々からもてなしを受けたり、ま

た先生方から、非常にいい勉強になったとい

う形で評価をいただいておりますので、これ

をうまくいろんなところで使っていただきた

いということで、新幹線元年戦略推進室の方

に事前に御申請いただければ、熊本は今かな

りいろんな引っ張りだこになりつつあります

ので、そういうスケジュールを合わせながら

展開させていただきたいと思っています。 

 加えて、今「くまモン」のロボとキャラク

ター、これにつきましても、さまざまなとこ

ろで民間の団体使っていただくようになって

おりまして、例えば百貨店とかでも50万袋

「くまモン」を使った袋を準備されていて、

そこには販売員の方々にサプライズの考え方

とかも含めてお伝えするということも展開さ

せていただいておりますので、いろいろな形

で県民の方に近い場所でうまく浸透させてい

ただきたいと思っております。 

 

○小早川宗弘委員 「くまモン」について

は、やっぱり子供たちを引きつけることで大

人も関心があるというふうなことで、新幹線

の地域づくりにつながっていくかな、そうい

う機運を高めていけることができるかなとい

うふうに思います。 

 それから、「くまもとサプライズ」ですけ

れども、地域に根差したいろいろなものを、

資源を生かしてから地域づくりを行うという

ふうなことでありますので、一過性のものじ
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ゃなくて、やっぱり継続的に定着するよう

に、「バカボンパパ」を定着させろというふ

うなことじゃなかですけれども、地域活動に

ついては、そういうふうなちゃんと地域に根

差して、それが地域振興につながるように、

その後もサプライズ以降もサポートしていけ

るようなことを考えていただきたいなという

ふうに思います。 

 以上です。 

 

○大西一史委員 １つは、さっき氷室委員の

方からもお話があった、一番列車がどこから

出るのかというのは、いろんな注目行動をす

るのかということで企画振興部長も答えてお

られましたけど、一番列車についてはふと思

いつきで恐縮なんですけども、こっちから出

ていくとかということではなくて、やっぱり

向こうから来たときに、熊本駅におりて一番

に例えば天守閣に行く、あるいは阿蘇に行

く、そういう人たちに対して何かサプライズ

があるよとか、そういう何か逆の仕掛けとい

うのも考えた方がいいかなというふうに私は

思ったんです。 

 だから、こっちから行くということ、ある

いは出発するということもとっても大事なこ

とだし、そこで注目されるというふうに思う

んですが、一番列車が到着した後の熊本とい

うのはどうなのか。一番列車だけじゃなく

て、２番も３番もあっていいと思うんです

が、そこに何か仕掛けを考えていくというこ

とを一つ考えてもいいのかというふうに思い

ましたので、これは私のジャストアイデアで

すけど申し上げておきます。 

 それと、また話はころっと変わって、都市

圏交通で交通結節点の改善についてのお尋ね

ですけれども、これについては64ページにい

ろいろ熊本駅、新水前寺駅、肥後大津駅、宇

土駅、熊本港といろいろ現状ということで書

いてありますが、御承知のように、本会議の

代表質問で私は、上熊本駅における熊本市電

と熊本電鉄の結節についてお尋ねをさせてい

ただいきました。 

 一つの提案ということで、こういったこと

もやってみてはどうだということで、需要が

見込めるんじゃないかということでお尋ねを

したんですが、そのときに上熊本駅の結節に

ついては、知事は今熊本市と県と合志市、電

鉄で設置している会議で、こういう整備計画

を踏まえて利便性を高めるための方策につい

て、県が主体性を持って取り組んでいくとい

うふうに答弁されているんですが、まず、上

熊本駅の整備というのは大体どのくらいの期

間これからかかっていくのかというのが、お

尋ねの１点目です。 

 その中で、これを私が提案したことも含め

て今までいろいろあったというふうに思いま

すが、これを具体的にどういう形で次の会議

の中でやっていこうと思っておられるのか。

次の会議大体いつごろやられるのかというこ

とも含めてですけれども、県がどうやって主

体性を持ってやるのかということについてお

聞きしたいと思います。 

 

○松永新幹線都市整備室長 委員の最初の御

質問に、今後の上熊本駅周辺の整備のスケジ

ュールについて御説明いたします。 

 御存じのように、上熊本駅も連続立体交差

事業の事業区間に含まれています。上熊本駅

につきまして、新しく高架の駅になります。

これについては今ＪＲ九州の方で基本設計を

つくりまして、地元の関係者の方々と調整を

しているところです。 

 今後の予定といたしましては、来年度以降

上熊本駅舎の詳細設計に入りまして、同時に

下部の高架工事も来年度以降は新幹線開業時

に本格化いたします。今の予定といたしまし

ては、平成26年には上熊本駅周辺は大体完

成、供用開始する予定というスケジュールを

踏まえますと、今年度か来年度にかけてその

あたりの結節機能、いわゆる駅前広場の整備
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方策を、県と市で策定することになるかと思

います。 

 以上です。 

 

○髙田交通対策総室長 これからの予定とい

うことでございますけれども、我々としては

速やかに熊本市それから熊本電鉄から集まっ

て、委員の今般の本会議の話を踏まえて調整

ということで、上熊本駅の結節というのは市

電にも電鉄にも、両者の利便性の向上という

ことにつながるものでございますので、速や

かに検討をしていきたいと思っております。 

 

○大西一史委員 いつ会議やるとかなんとか

ということは、そこまで細かくは聞きません

けれども、ちょっと突っかかりまっかかりで

答弁されましたが、これは意外と質問をして

みた後のリアクションというのが結構大きか

ったんです。私も予想以上だったのでちょっ

とびっくりしたんですが、これはあの沿線の

方も含めて、これがもしつながれば非常に利

便性高まるというような期待する声がたくさ

ん実は寄せられました。 

 これは費用対効果というのも、確かにいろ

いろ現時点で不透明なところがあるというふ

うに思いますが、これから総室長も具体的に

話をしていくということですので、ぜひネガ

ティブな感じじゃなくて、前向きに実現の可

能性を探っていただきたいというふうに思い

ます。 

 私が今回提案したことについて、総室長ど

ういうふうに受けとめられたかということで

すね。これ利便性高まっていいんじゃないか

というふうに受けとめられたかどうか、ちょ

っと感想を聞かせてください。 

 

○髙田交通対策総室長 私としては、ＪＲの

上熊本駅、これから考慮されて、また熊本市

の拠点の一つと位置づけられる、そうした中

でさらにその利便性を高めてやるような仕組

みということで、委員の御指摘にあった市電

と熊本電鉄の結節に向けての検討ということ

ではあるというふうに思っておるところでご

ざいます。 

 我々としては、関係する当事者も一体とな

って、今まで以上に…… 

 

○大西一史委員 余り難しいことじゃない。

評価するかしないか、どうでしょう。率直な

感想です。 

 

○髙田交通対策総室長 済みません。我々と

しては評価するところでもあり、頑張ってい

きたいと思います。 

 

○氷室雄一郎委員 結構でございます。 

 

○村上寅美委員 難しく考えるけんいかぬ。

（笑声） 

 

○中村博生委員長 ほかにありませんか。 

 

○髙木健次委員 航空の国内線のことなんで

すけど、昨年度から19万1,000人少ないとい

うことで、５年ぶりに300万人を切っている

という状況の中で、新幹線の開通によりまし

て、一番交通体系の変わってくるのはやっぱ

り大阪からの熊本に乗り入れといいますか、

来る人が航空便じゃなくして、新幹線で来る

方がふえるというような感じじゃないのかな

というふうに思います。 

 とりわけ、大阪から入ってきた方が、飛行

機で来ていた方が新幹線でやってくると。航

空便を利用する方は、必ず熊本空港でおりる

わけですね。それなりのいろいろな経済効果

等もあるんじゃないかなと。ただ、新幹線利

用者はやっぱり乗り継ぎといいますか、熊本

で一旦おりてまたすぐ次の鹿児島、あるいは

そういうところにまた言うなれば通過点とい

うような感じの利用になるんじゃないかなと
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いうことで、非常に新幹線乗り入れに関し

て、熊本の交通体系というのが大きく変わっ

てくるんではないかなという感じがいたしま

す。 

 この辺、航空に対するいろんな対策等もと

られているようですが、さらにこの辺はもう

ちょっと深刻に考えて、航空に対する対策も

必要かなというふうに思いますけど、その辺

はいかがなもんでしょうか。 

 

○髙田交通対策総室長 私も委員と同じ認識

に立っておるところでございます。航空路

線、大阪と熊本の間１時間で行けるという、

空港と空港の間でございますが、そこへ新幹

線３時間に対して大きな魅力であることには

変わらないところでもございます。我々とし

ては、新幹線だけでなくて、航空路線も現在

の半分の方がビジネスで利用しているという

ところがあります。それぞれの利用目的に応

じて、きちっとインフラが整備されていると

いうことが大事じゃないかというふうに思っ

ています。 

 そうしたことをやるためにも、航空路線便

数の確保ということだけでなくて、アクセス

の改善の話、さらには空港の前の駐車場、

我々としては地元で管理したいということで

要望しておるところでございます、そうした

空港の利便性を高めるための方策ということ

もあわせて取り組まなければならないという

ふうに思っているところでございます。我々

としては課題に対して対応して、何とか航空

路線における利便性を確保するような形で、

引き続き頑張ってまいりたいと思っていま

す。 

 

○髙木健次委員 これでは、まあ30～40％減

少と、予測で出ておりますけれども、その辺

の数しか航空利用客は取れないということす

ね、今からは。 

 

○髙田交通対策総室長 一つ、航空路線に対

して懸念材料がある中で、航空会社が、合理

化の一環で機材を縮小している傾向にもある

ということになります。そうしたところで、

そもそも輸送量というものが少し落ちるとい

う可能性もあります。10月からも現にＪＡＬ

なんかにおいては１便減便するとともに、機

材も小型化するところでもございます。 

 我々としては、頻度というものは多頻度を

保って、航空路線のインフラというのを整

備・維持していくということは大事だという

ふうに思っています。引き続き、航空会社に

対しては、航空便の利便性の確保ということ

について求めていきたいと思っております。 

 

○中村博生委員長 最後に、私からいいです

か。 

 きょうは開業５カ月後を控えて大変貴重な

委員の先生方からの意見があったかと思いま

す。新幹線に関して言いますと、新八代駅が

一番悪い例と思っていただければわかりやす

いと思います。（笑声） 

 まさしく、これを鹿児島中央、大阪と思っ

てすれば、博多で乗りかえの部分があるとす

るならば、全く同じような印象になる、本当

に悪い例だなというふうに今思っております

けども、そうならないように執行部の皆さん

方も大変努力をされておるとは思います。委

員会としても、本当に連携をとりながらやっ

ていくというふうなことになっておりますの

で、その辺も御理解の上よろしくお願いした

いと思います。 

 もう一つは、阿蘇くまもと空港のタクシー

乗り場が、雨のとき何かバスの枠を設けたこ

ともありますし、工事で車線が減っています

ね、そういう関係かもしれぬですけども、雨

降りのとき屋根がないところで乗らぬばんと

いう苦情があっているというのは御存じなら

ば、それも対応してあっとですかね。 
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○髙田交通対策総室長 済みません。現在の

ところ、私のところに、委員御指摘の苦情を

受けてはおりません。ただ、本日の話を踏ま

えてしっかりと……。 

 

○中村博生委員長 はい。それはよろしくお

願いしておきたいと思います。 

 ほかになければ、質疑を終わりたいと思い

ます。 

 次に、議題(2)閉会中の継続審査について

お諮りいたします。 

 本委員会に付託の調査事件については、審

査未了のため、次期定例会まで本委員会を存

続して審査する旨議長に申し出ることでよご

ざいますか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○中村博生委員長 異議なしと認めます。そ

れでは、そのようにいたします。 

 次に、その他として何かございますか。 

 

○村上寅美委員 これは、答えはしてもらっ

てもしてもらわなくてもいいが、僕は30日、

本会議が終了後国体に行ったんです。熊本空

港でちょうど学生の修学旅行とバッティング

して、100名ぐらい並んでいるわけ。１カ所

しかあけてないのよ。県民、県民とあなたた

ちは言っているけど、非難ごうごうなんだ。

とうとう時間に間に合わない人もおったよ。 

 何で、２つも３つもあるのに、100名も並

んでいるのにあけないんだ。何でかね、あれ

は。搭乗口。（発言する者あり）中にいる人

は早く、１時間前から行って並んどるのに、

中に入れて休ませりゃいいんだけど、並ばせ

たまま。修学旅行がたまたまあったからだけ

ども、臨機応変という言葉もあるだろう、何

であの空港ビルは――空港ビルの関連だろ

う、ガードマンは、警備会社は、小会社だろ

う。 

 

○髙田交通対策総室長 はい。 

 

○村上寅美委員 だから僕は言ったんだ、入

ってからすぐ、何でこれだけ詰まっているの

にて……。答弁は、航空会社の指導でこうや

っておりますということなんです。どういう

ことか。 

 

○髙田交通対策総室長 保安検査場の入り口

のところにつきまして、実際に行っているの

は、委員御指摘のとおり空港警備株式会社、

空港ビルの小会社のところでございますが、

それをやるに当たって、もっともエアライン

から委託を受けて空港警備がやっているとい

うことで、担い手はエアラインということで

ございます。 

 我々としては、エアラインもそうですし、

また臨機応変に対応できるように、エアライ

ン空港警備に対して何とか臨機応変に対応し

てもらいたいということでは申し述べたとこ

ろでもございます。 

 保安検査場の、確かに今…… 

 

○村上寅美委員 保安検査は関係ない。３つ

あるんだから。サイドに３つもあるじゃない

か、空港の。 

 

○髙田交通対策総室長 そうです。 

 

○村上寅美委員 それに対して１つしかあけ

てないから、なぜそんなにお客さんがいるの

に、サービスとか、県民とかという言葉を使

っているけど、２つも３つもあるのにそこを

締めて、１カ所からしか入れないから、何で

かということを僕は聞いているわけだ。 

 電話したけどね、君は公休でいないから、

だれか電話に出たがね、打ち切ったもん、時

間かがないから。 

 

○髙田交通対策総室長 その話を受けまし

て、まさに…… 
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○村上寅美委員 わかっているから、もう指

摘はせぬから、そういうことがあったという

こと事実を…… 

 

○髙田交通対策総室長 我々臨機応変に対応

するようにやっていこうと思います。 

 

○村上寅美委員 委員長がやめと言うけんや

めるばってん。（笑声）本当よ。 

 

○中村博生委員長 ほかにありませんか。 

 

○松村昭委員 空港の前の駐車場、あれは建

設共済会ですか、……。 

 

○髙田交通対策総室長 空港環境整備協会で

す。 

 

○松村昭委員 それについて渡辺議員が一般

質問の中で、今大きな財源として熊本に払い

下げるかなんか、そういう話をしたことがあ

りますし、いつもそういう話は出るんだけど

も、その後執行部はそういうものについてど

ういう検討をしたかが１つ。 

 それから、今駐車場の前の乗りおりが雨に

濡れるという話がありましたが、これは熊本

の空港はまさしく玄関口が一番貧弱ですね。

だから、もうそろそろ阿蘇くまもと空港もや

ったらどうでしょうか。もうちょっとこれ

は、新幹線を見据えてやっとかにゃいかぬだ

った問題じゃないかなと思うばってん、そう

いう計画は全然ない……。２つ。（笑声） 

 

○髙田交通対策総室長 まず、１点目の、空

港の駐車場のところでございます。我々とし

ても地元で管理をしたいというふうに思って

おり、国に対しては要望をしておるところで

ございます。 

 現在、国の方では、駐車場を空港環境整備

協会からどこか別のところにという議論だけ

でなくて、空港そのものまでどうするかと、

一体的な議論を今やっておるところでもござ

います。 

 地元で空港全体を管理することになります

が、我々としては国の動きというのも見なが

らでありますけれども、引き続き地元で管理

できるように、また地元で管理するとして、

どういった形でやっていくのかということに

ついても引き続き検討するとともに、国に対

して地元で管理できるように要望していきた

いと思っております。 

 ２つ目の、阿蘇くまもと空港の計画という

ところでございますけれども、今施設面につ

いて、空港ビルのリニューアルというところ

で、周辺についても国の工事をやっていると

ころでございますが、そうした工事を通じて

利便性を確保する、また空港そのものの拠点

性を高めるために、アクセスも含めてでござ

いますけれども、さまざまなところに何とか

取り組んで頑張っていきたいと思っておると

ころでございます。 

 

○松村昭委員 それはぜひ、駐車場はいまさ

ら国があそこまで来て管理せぬでも、熊本県

でもできるでしょうから、これは真剣に進め

ていくと大きな財源にもなるし、今の熊本

が、恐らく県が取得して応援しただろうか

ら、そういうことを考えながら、今後もしっ

かりと国と接触していただきたいと、そのよ

うに要望をしておきます。 

 

○中村博生委員長 よろしくお願いいたしま

す。 

 ほかになければ、本日の委員会をこれで閉

会をさせていただきます。 

  午後０時10分閉会 

 

 

 熊本県議会委員会条例第29条の規定により
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